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第一話　虚栄都市のリサ

——
聖華暦
 せいかれき

 八三六年五月。





　なだらかな丘陵が森林の緑に覆われている。

　森林都市ヘイゼルニグラートの中心部、行政区画に隣接するように佇む領主アルベルティーニ家の邸宅にも、吟遊詩人のエルフたちが奏でる古楽器と歌声が届いていた。

「こんなに寛げる宿を用意してくれるなんて、アヴェルラに感謝ね」

　外の景色を眺めながら呟き、リサ・エーデルワイスは手にしたグラスから、琥珀色の液体をゆっくりと喉に流し込んだ。

「晩酌にはまだ早いぞ、ご主人？」

「任務が終わった後なんだから、構わないでしょ。シェンフゥ」

　シェンフゥと呼ばれた狐耳の金髪の少女が、豊かな毛に覆われた尻尾を揺らしながら、窓辺のリサへと近づく。

「街では、酒を我慢していたからのぅ」

「……やっと、アモーレ・アルティジャナーレが飲めると思ってたのに、まさか断られるなんて……」

　グラスをゆったりと回し、琥珀色の液体が揺れるのを見つめながらリサが唇を尖らせる。

　リサが手にしているのは、ヘイゼルニグラートにある老舗の酒造所、リュトン・ピエーノの製造するウイスキーだ。

「こう見えて、二十七歳なのに全然信じてくれないなんて」

　呟くリサが俯き、桃色の髪が艶やかに揺れる。

　溜息を吐きながら恨めしそうにシェンフゥを見つめるその顔も身体も少女にしか見えなかった。

「かかかっ。ご主人のその見た目では仕方あるまいな」

　快活に笑いながら、シェンフゥが手にしていた自分のグラスをリサのグラスと合わせる。

「本当にね、誰かさんのせいで——」

「まあ、こうして二人きりで飲めるのも悪くないじゃろ？」

　文句を言いかけたリサに満面の笑みで微笑みかけ、シェンフゥは窓辺に置かれた椅子にゆっくりと腰掛け、リサを見つめた。

「私は飲めれば何でもいいのよ」

　視線を逸らし、リサがウィスキーをちびちびと口に含む。

　芳醇な木の樽の香りと大麦の甘みと旨味が鼻孔と舌を楽しませ、リサの気分も幾分か晴れた。

「それにしても美味しいわね、これ」

「『愛を込めてつくられたもの』に相応しい手間がかけられておるのぅ。最初に言っておく、これは、かーなーり旨い！　うーまーいーぞー！」

「そういうのは、いいから」

　わざわざ立ち上がって声を張り上げるシェンフゥを冷めた目で見つめ、リサが短く制する。

「美味いものには、それなりの敬意を払うものじゃぞ？」

「あんたの敬意はよくわからないわ」

　シェンフゥが好んで使う旧暦時代の文化を象徴する言葉の数々を、リサは理解することを諦めている。

　いつものようにシェンフゥをあしらったリサは、椅子から立ち上がり、改めて用意された客間を眺めた。

　質素ではあるが、浴室や冷蔵魔導器を備えており、書き物が出来る机や、食事が摂れるテーブルなどがある一画と寝室を備えている広々とした部屋だ。

　部屋の入り口には、リサの扱う長刀と、シェンフゥの錫杖が揃えて立てかけられている。

「……それにしても、子供たちを連れ去るだなんて、魔族もなりふり構わなくなってきたわね」

　武器を目にしたことで、先日までの任務のことが思い出され、ふと呟く。

「無事に救出できて、なによりじゃったの」

　沈みかけたリサの思考に気づいたのか、シェンフゥが近づき、いつの間にか空になっていたグラスにウィスキーを注ぎながら微笑んだ。

「わしの活躍も褒めてはくれぬか？」

「ああ、あのシェンフゥなんとかってやつ？　もっと火力がほしいところよね」

　話題を逸らすことに同意し、シェンフゥと再びグラスを合わせてウィスキーを口に運ぶ。

　リサの答えを聞いたシェンフゥは、満足げに頬を緩め、喜びを示すようにふさふさと尻尾を揺らした。

「やはりそうか。わしもそう思っておったぞ」

「……なんか嬉しそうね？」

　シェンフゥの笑顔から何かを察し、後ずさる。

　が、そのリサを壁に押しつけるようにシェンフゥが捕らえた。

「火力を増すには、ご主人の協力が不可欠じゃからな？」

「え……、あ……？」

　壁にリサの背を押しつけるようにして、シェンフゥがその目を覗き込んでくる。

「……そろそろ、『食事』のタイミングなのじゃが——」

「それならさっき、充分摂ったでしょ」

「ご主人」

　目を逸らしながら答えると、シェンフゥの手がリサの華奢な顎にかけられ、強引に上を向かせた。

「な、なによ……」

「惚けても無駄じゃ。わしと契約して、一体何年になると思っておる？」

「う……」

　精霊であるシェンフゥは、契約者であるリサを相手に定期的に『食事』を摂る。

　生気を吸い、妖力の回復と増幅を目的としたものではあるが、その方法に問題があるのだ。

「だって、あれ……恥ずかしいから……」

　口付けのみならず、時に全身をくまなく愛されるその時間は、想像するだけでリサの頬を熱くさせた。

「いつもながら、
初
 うぶ

 な反応じゃのぅ。そういうところも堪らぬ。じゃが、そろそろ認めてはどうじゃ？　お主も、わしの温もりが恋しいころじゃろう？」

「……っ」

　言い返せずにいる唇を素早くシェンフゥが奪う。

「……ん……っ」

　柔らかな唇が押し当てられたかと思うと、すぐにリサの唇の隙間を割って、シェンフゥの熱い舌が滑り込んできた。

「あ、待って……零れる……、んっ……」

　手にしたままのグラスをシェンフゥがやんわりと取り上げ、口に含む。

「んっ、んっ……」

　合わせた唇の隙間から、甘美に濡れたウィスキーの香りがゆっくりと流れてくる。

　リサが思わず喉を鳴らして呑むと、シェンフゥの舌がリサの舌を探り当てて絡め取った。

「んぅっ……ん……ぁ……」

　上気する体温と、ウィスキーの香りにふわふわと酔いながら、リサは甘い蜜のような味のするシェンフゥの唾液に夢中になって吸い付いた。

「はぁ……。立っているのも一苦労じゃのぅ？」

　内腿を合わせるようにしながらいつの間にかシェンフゥにしがみついていたリサは、軽々と持ち上げられ、ベッドの上に降ろされた。

「さあ、お愉しみはこれからじゃ。食後のデザートと行くかのぅ」

　シェンフゥが上衣を緩めながら、ベッドに横たわるリサの脚の上に跨がる。

「……あっ、……待って。お風呂入ってない……」

　ゆっくりと上体を倒したシェンフゥがリサの首筋に舌を這わせ始めるのを、身を
捩
 よじ

 って制止しながら、リサは小声で訴えた。

「わしは構わぬよ。この美少女の汗の香も最高じゃ」

　シェンフゥはそう言いながら、リサの首筋をしっとりと舐め、艶やかな桃色の肩を舌先でなぞると、不意に腕を持ち上げて腋に顔を埋めた。

「ひゃぁんっ」

　リサはびくりと身体を震わせて身体を反転させようとしたが、シェンフゥに柔らかく腕を押さえつけられて逃れることが出来ない。
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「はぁ……この馨しさ、堪らぬ……」

「あ、あぅ……」

　湿った吐息が、リサの腋を微かにくすぐっている。シェンフゥの興奮を吐息から感じ、リサは身を
捩
 よじ

 った。

「……ぁっん！　くすぐった……」

　唇の感触にぞくりと粟立った頬と顎先を、シェンフゥの狐耳が穏やかになぞっていく。

「もう少し強い方がお好みかの？」

「馬鹿なこと言わないで」

　唇を引き結んで拒絶の意を示すと、シェンフゥがつと顔を上げた。

「んっ？　やはり、こっちがいいかの？」

「ん……ぅ……」

　頬に手をかけられたかと思うと、唇が押しつけられる。

　既に熱くなったシェンフゥの舌が引き結んだリサの唇にゆっくりと合わさった。

「任務が終わったばかりで、疲れが溜まっておるようじゃの。ご主人」

　宝石のような深い赤色の瞳に、リサの顔が映し出されている。シェンフゥの瞳に映る自分の上気した顔に気づき、リサはそっと目を逸らした。

「誰かに聞かれたりしたら……」

　視界の端でシェンフゥの狐耳がぴくりと動く。

　が、それはほんの一瞬のことで——

「……わしは、一向に構わんがのぅ……」

　独り言のようにシェンフゥが呟いたかと思うと、リサの頬に手を添えて唇を合わせた。

「ああ、甘露な口付けじゃ。おぬしが欲しくて欲しくて堪らぬ」

　言い終わる前にシェンフゥが熱くリサを抱き直し、唇を塞いだ。シェンフゥの手が優しくリサの髪をなぞり、何度も撫でた。

「あ——」

　リサが思わず声を上げたその時。

「入るぞ」

「！？」

　ドアが開く音と同時に、女性の声が響いた。

「お愉しみのところ、邪魔して済まない」

　ベッドの上の二人を一瞥し、領主アヴェルラ・アルベルティーニが淡々とした声音で告げる。

「あ……、あ……」

　顔を真っ赤にして唇を震わせているリサの身体に、シェンフゥが引き寄せたシーツがかけられた。

「ノックは聞こえなかったか？　何度もしたのだが？」

「…………」

　アヴェルラが落ち着いた声音で問いかけ、リサはやっとその言葉を理解して起き上がると、シェンフゥを睨みつけた。

「あんた、聞こえてたのに無視しようとしたでしょ？」

「い、いや、そんなことは……あるような……ないような……」

　誤魔化し笑いを浮かべながら、シェンフゥがゆっくりと視線を逸らす。

「あるんじゃない」

「ぎゃんっ！」

　怒り任せに手刀を頭に打ち下ろすと、リサは肩で大きく息を吐いた。

「……まあ、ともかく、急で悪いが、折り入って相談したいことがある」

　二人の様子に構わず、アヴェルラが部屋の手前にある椅子を引いて腰掛け、後頭部の高い位置で結んだ赤褐色の髪を撥ね除けながら優雅に脚を組んだ。

「……なんでしょうか」

　細い縁の眼鏡の奥、アヴェルラの瞳には憂いが宿っている。

　いつになく憂鬱という言葉の似合う表情に、リサはシーツの下で着衣の乱れを直しながら訊ねた。

「要件から話そう。ここから北北西に、ナクラバルの街がある。そこで行方不明者の捜索に当たって欲しい」

「……お言葉ですが、それは聖騎士団の仕事では——」

「ああ、その通りだ。だが、ナクラバルで行方不明者が頻発しているというのに、ナクラバルの聖騎士団は動かない。そこで、我々の聖騎士団が調査に向かったが、連絡がつかなくなった。中隊長クラスの第三階梯聖騎士も含まれていたのに、だ」

　リサの言葉を最後まで聞かず、アヴェルラが畳みかけるように言う。

　愛煙家である彼女の指は、そこに煙草がないことに気づき、苛立った様子でテーブルを叩いた。

「……魔族絡みってこと？」

　執行者と呼ばれる魔族専門の殺し屋であるリサへの依頼は、相手が魔族か否かが重要となってくる。

　核心に触れないアヴェルラに答えを要求するように問うリサに、アヴェルラは煙草の煙を吐き出すような長い息を吐いてから、応じた。

「……その可能性がある」

「聖拝機関の回答は？」

　間髪入れずに質問を重ねたリサに、アヴェルラが唇の端を持ち上げて微笑む。

「行方不明者の捜索協力を許可する、とのことだ。魔族専門の殺し屋としての腕を存分に振るってくれ」

「言われるまでもないわ」

　リサが承諾すると、アヴェルラが懐から封書を二つ取り出し、テーブルの上に並べた。

「助かる。ここに私からの依頼書と聖騎士団からの依頼書を揃えておいた。領主ザルク・カーディフに渡せば話は通じるようにしてある。ただ——」

「ただ……？」

　歯切れの悪い言葉に、リサが怪訝に眉根を寄せる。

「本来ならば、ザルクがこの手続きを踏むべきだが、失踪事件など『よくあること』だと言って取り合わないのだ」

　治安の問題はあるにせよ、聖王国では失踪事件はそう多いものではない。アヴェルラの答えを聞き、リサは鼻先を擦って顔を歪めた。

「……それは、変な話ね。聖騎士団の行方も心配だし、すぐに向かうわ」

「そう言ってくれると思って、既に手配済みだ。一時間後にナクラバル行きの連絡船が出る」

「一時間後ね。準備するわよ、シェンフゥ」

　呼びかけたリサの視線の先で、シェンフゥは尻尾と耳を垂れたまま、何かぶつぶつと呟いている。

「……邪魔して済まなかったな。恨むなよ」

　哀れみの目でシェンフゥを一瞥し、アヴェルラが退室する。

　部屋のドアが閉ざされると同時に、シェンフゥがベッドの上に大袈裟に泣き崩れた。

「うぅ……。やっと『食事』にありつけると思っていたのに……。こんなのはあんまりじゃ……」

　長い金糸のような髪をベッドに広げながら、シェンフゥが拳でマットレスを叩いている。

　あまりの嘆きようにリサは苦笑を浮かべながらシェンフゥの傍らに腰掛け、垂れ下がったままの狐耳をそっと撫でた。

「魔族絡みと聞いて、こんなところで休んでるわけにはいかないでしょ」

「それはそうじゃが——」

　余程心残りだったのか、シェンフゥが今にも泣き出しそうに潤んだ目でリサを見つめている。

　その様子にリサは乱雑にシェンフゥの頭を撫で、彼女に合わせて床に屈んだ。

「もう、仕方ないわね」

　シェンフゥの両頬に手を添えて、自ら唇を合わせる。シェンフゥの目が見開かれ、短い口付けが終わると同時に驚愕の声が漏れた。

「ご、ご主人！？」

「あんたがそこまで落ち込むと、調子狂うのよ。それに、任務が終わったばかりであんたも疲れてるでしょ？　少しくらい協力してもいいかなって……」

「ご主人ー！」

　視線を逸らしたことで死角が生まれ、シェンフゥに勢いよくベッドに押し倒された。

「ちょ、だから、出発しなきゃ……」

「あと少し……少しだけじゃから……」

　リサと身体を重ねながら、シェンフゥが目を潤ませて懇願する。いつになく切羽詰まった様子のシェンフゥの願いを、頭ごなしに断るわけにもいかず、リサは念を押した。

「本当に、少しだけなんだからね？」

「あぁ、わかっておる——」

　シェンフゥが目を閉じ、リサと唇を合わせる。

　ゆったりと圧をかけられ、もう少し、もう少しと呟きながら求めるシェンフゥはいつになく健気で、リサも求められるがまま口付けを重ねた。









　ナクラバルへの出発の時刻が迫っていた。

「こんな中途半端なところで、わしを放り出す気かの……」

　起き上がろうと力を込めた手首を、シェンフゥがやんわりとベッドに押し戻す。リサはそれを目を開けて身体を起こすことで制し、湿った吐息を大きく吐き出した。

「……だって、仕方ないじゃない。ナクラバル行きの連絡船に乗り遅れるわけにはいかないんだから」

「あぁ、最高のご馳走を目の前にして、わしは、わしは……」

「ほら、行くわよ」

　——私だって……

　理性とは違うところで、身体がシェンフゥを求めている。口にしかけた言葉を呑み込み、リサはシェンフゥに荷物を投げ寄越した。

「続きは後でしてあげるから」

　荷解きをしていなかったのが幸いして、出発の準備はすぐに完了する。部屋の入り口に立てかけていた長刀を肩にかけながらドアを開くと、背後からシェンフゥの声が響いた。

「その言葉、信じて良いのかの？」

「後で、だからね？　いつとは言ってないわ」

　念を押し、部屋を出る。

「むぅ……」

　シェンフゥが低く唸る声に続いて、彼女が扱う錫杖の遊環の音が、リサを追いかけて来た。





　　　＊
 　＊
 　＊






　夕焼けに似た橙色の明かりが、ゆっくりと街を照らし始める。

　飲食店が建ち並ぶ通りには、道行く旅人や行商人に向けた手軽な料理の屋台が出され、辺りは食欲をそそる香りに満たされていた。

　店の看板娘が、足を止めた客を愛想良くもてなし、店へと誘っている。

　聖王国北部に位置する地方都市ナクラバルの街は、今宵も大いに賑わい、行商人や訪れた旅人たちを自慢の美酒に酔わせていた。

「はぁ……。最高級の貴金属が手に入った上に、旨い酒と飯と来たら……ははは、最高だぜ」

　目当ての品を手に入れ、取引成功の祝いに、と早くから酒場に入っていた恰幅の良い壮年の行商人が、上機嫌で酒場を後にする。

「またのお越しを」

　余程羽振りが良かったのか、店の看板娘が外に出て彼を見送り、見えなくなるまで笑顔で手を振っていた。

「これで一儲けして、すぐに戻ってきますよっと」

　行商人は鞄に入れた貴金属を確かめるように一撫でし、おぼつかない足取りで宿屋を目指し、通りを歩く。

　だが、すぐ近くにあるはずの宿屋には、暫く歩いても辿り着くことが出来なかった。

「あれ、迷ったか……？」

　人通りが少ない路地に迷い込んだところで、行商人がはたと立ち止まる。

　道を間違えたのだろう。

　来た道を戻ろうと振り返ったが、真っ直ぐ歩いたつもりの道は改めて見ると左右に入り組んでいた。

「これ以上迷ってもなぁ……」

　闇雲に歩いてさらに迷うことは避けたい。

　道を聞こうと辺りを見回した行商人は、少し先を道行く恋人達の姿を見留めた。

「おい、あんたたち——」

　張り上げた声に男性の方が気づき、振り向いたように見えたその刹那。

「な……っ！？」

　確かに目の前にいたはずの男女二人の姿が、地面に吸い込まれるように忽然と消えた。

　両の目を擦っても、状況は全く変わらない。

「たたた、大変だ！　誰か！」

　考えるよりも早く、行商人の男は助けを求めて叫んでいた。

　その叫び声に警邏中の聖騎士が気づき、すぐに駆けつける。

　だが、その聖騎士は『目の前で人が消えた』という男の説明を聞いても眉ひとつ動かさなかった。

「ああ、またか——」

　それどころか聖騎士は笑顔で宥めるように答えたのだ。

「この街ではよくあることですよ」

「はぁっ！？　人が消えたんだぞ！」

　その答えに行商人は思わず大声を上げ、恋人たちが消えた場所を示した。

「調べるとか、なんとか言ったらどうだ！？」

　怒りにまかせて叫んだが、聖騎士の反応はない。

「おい！」

　振り向くと、聖騎士の姿もまた忽然と消えてしまっている。

「————！！」

　行商人の悲鳴が夜の街に響き渡った。
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　草原の中をナクラバル行きの都市間連絡船が進んでいく。

　甲板から、森林と草原との境界に緑に覆われた建物の残骸を見据え、リサは、背に負った長刀を確かめるように手を添えた。

　長刀は幼い容姿の彼女と、ほとんど同じぐらいの長さがある。

「旧歴時代の遺産か……、あれがどうかしたか？」

「どうもしないわ。ただ——魔族の巣には狭いわよね」

　振り返ろうともせず、リサが答える。

　リサの手が長刀——野太刀・陽炎の柄から離れるのを待ち、背後のシェンフゥはさらに彼女との距離を詰めた。

「ナクラバルの失踪事件のことを考えておったじゃろう？」

「それが今回の仕事よ。当然でしょ、シェンフゥ」

　見透かすように問いかけられ、リサは苛立ったような声を上げた。

「まあ、そうかっかするでないぞ。せっかくの美少女が台無しじゃ」

　かかかっと快活に笑いながら、シェンフゥが風に流れるリサの髪を指先に絡め、その匂いを嗅ぐ。

「ちょっ、なにしてんのよ！」

　リサが髪を引き、シェンフゥの元から引き剥がす。

　シェンフゥは名残惜しそうにリサの薄桃色の髪を眺めていたが、諦めたように舷に寄り、廃墟と化した高層ビル群を眺めた。

「……まあ、あれはただの廃墟じゃの。誰が出入りするにしても、気配というものがない」

「……そう——」

　シェンフゥの呟きを耳に、リサも舷へと寄る。

「わからないことばかりだわ」

「だから、聖拝機関はアヴェルラの要請に応じて、わしらの派遣許可を出したのじゃろう？　魔族が絡んでおるのは間違いないと思うがな」

「そうなんだけど……」

　ヘイゼルニグラートの領主アヴェルラ・アルベルティーニによると、ナクラバルで失踪事件が頻発し始めたのは、ここ数ヶ月のことらしい。

　最初のうちはナクラバルでも行方不明として扱われていたが、警邏の聖騎士の失踪に至り、ヘイゼルニグラートとしてもただの事件として扱うわけにも行かなくなった。

「でも、ナクラバルの領主ザルクは『良くあること』と言って退けるのよね。ナクラバルの聖騎士団にしてもそう……」

「奇妙な話じゃのぅ」

「中隊長クラスの第三階梯聖騎士を含む十数名が一人残らず消えたのも変な話よね。痕跡すらないっていうのは、どういうことなの……？　それに、調査の前にナクラバルに派遣された書記官も気懸かりだわ」

　乗船直前にアヴェルラから共有された報告書も、失踪しているとされる人数に対して、あまりにも粗末なものだった。

　それだけにリサの中で、小さな不安が募り始めていた。

「書記官に報告書を義務づけているが、一週間もするとその報告書も届かなくなる……か。何度見ても書いてあることは同じじゃろう？」

　共有された報告書を読み上げながら、シェンフゥがリサの隣で苦笑を浮かべている。

「ええ、同じだわ。その報告書も、まるで人が消えることが当たり前みたいに書かれて終わってる」

　報告書を閉じ、リサは深く溜息を吐いた。


第二話　任務開始

「行方不明者の捜索ねぇ……。よくあることなのに、大袈裟だなぁ」

　リサとシェンフゥの案内人である聖騎士団の青年は、まだ少年のあどけなさを残した目で、物珍しそうに二人を振り返った。

「普通なら、そんなこと滅多に起こらないのよ。それより、他に話題はないの？」

　ナクラバルの領主、ザルクの住まう領主館への道中、青年との何度目かのやりとりに、リサはあからさまな不満を見せている。

「あんたも、なに笑ってるのよ」

　横顔をシェンフゥが目を細めて眺めていることに気づき、リサが八つ当たり気味に問いかける。

　シェンフゥは、涼しい顔でリサと先を歩く青年を見比べ、くつくつと声を潜めて笑った。

　着任して間もないという彼の証言と見た目を考えると、恐らく十八歳ぐらいといったところだろう。

　リサの実年齢よりも十歳近く若いということになる。

「……年下扱いされて心外なんじゃろう？　顔に書いてあるぞ、ご主人」

「書いてない！」

「どうかした？」

　図星を突かれたリサが思わず声を荒らげると、驚いた様子で青年が振り返った。

「なんでもないわっ」

　素っ気なく答えながら、リサが聖騎士団の青年を追い抜く。その後にシェンフゥが続いた。

「まあ、その見た目では本当の年齢を言ったところで説得力はないがな」

「誰のせいよっ！」

　シェンフゥとの『契約』を結んでからというもの、リサの身体はその成長を止めてしまっている。

　『契約』から十四年が経ち、本来であれば成熟した大人の女性となっているであろう身体は、十三歳の少女のままだ。

「成長などというものは、ない方が良い。わしの理想の美少女が老いていくなど、この世の地獄じゃぞ」

「それはあんたの好みの問題でしょ」

　舐め回すようなシェンフゥの視線から逃れるように、リサは歩調を速める。

　聖騎士団の青年が案内するまでもなく、領主館は目前に迫っていた。









　豪奢な装飾が至るところに施された領主館では、領主の好みなのか、甘ったるい芳香を放つ香に包まれていた。

　二階にある主室は、その匂いが一層濃く、シェンフゥがしきりに鼻を触りながら顔を顰めて俯いている。

（失礼に当たらないようにね）

　狐耳に唇を寄せ、囁くように伝えると、シェンフゥは微かな溜息を吐きながら息を止めるような仕草をして見せた。

「——ザルク様、ヘイゼルニグラートからの傭兵二名をお連れしました」

　聖騎士団の青年が開かれたままの戸口で声を張り上げる。

　主室の奥の執務机で書類を広げていた、領主ザルクはその声にゆったりとした仕草で顔を上げ、顎先で青年に入室を促した。

「……話は聞いております。しかし、わざわざヘイゼルニグラートから行方不明者の捜索に……というわけですか」

　アヴェルラを通じて聖騎士団から事前の連絡を受けていたという領主ザルクは、リサとシェンフゥを交互に見比べ、怪訝に眉を寄せた。

「領主及び、聖騎士団からの依頼書も、ここに」

　リサが差し出した書類の束を受け取り、聖騎士団の青年がザルクの側近に手渡す。

　ザルクが依頼書に目を通す間、リサはシェンフゥと目配せし、領主館の様子を具に観察した。

　鼻先を指差しシェンフゥを見つめたが、彼女は困ったように首を捻っただけだった。

（シェンフゥは反応しないけど、このザルクが魔族って可能性もゼロじゃない……）

　鼻の利くシェンフゥは、魔族の匂いを敏感に察知する。だが、領主館では至るところで焚かれている香の甘い匂いが充満しており、シェンフゥの鼻も働かない様子だ。

（怪しいけど決定打がないわ。別の誰かが、ザルクや街の人たちを洗脳してる可能性もあるわよね）

　ナクラバルの街のほぼ全員が、行方不明事件を『よくあること』として受け容れている。

　この異常を、誰もが異常だと気づかずに日常を送っているのだ。

　——洗脳……一体、どうやって？

　思惑を巡らせるリサの視界の端で、黒い影が動く。

　はっとして顔を上げると、依頼書に目を通し終えたザルクが、ゆったりと身体を包む黒の法衣を揺らして立ち上がったところだった。

「領主アルベルと聖騎士団からの依頼となれば、お断りする道理はありませんな——」

　自分より幾分も背の高いザルクに試すように見下ろされ、リサは人知れず唇を噛む。

　捉え方によっては高圧的なザルクの態度に、ヘイゼルニグラートの領主はアルベルではなく、アヴェルラ・アルベルティーニであると指摘してやりたかったが、許可を得るためと割り切って飲み込んだ。

「しかし、たかが行方不明者です。傭兵を雇うなど大袈裟では？」

　報告書にあるように、ナクラバルの聖騎士団、そして領主に至るまでも行方不明者の扱いは変わらない。

　まるでそれが当然のことのように扱われる現実を目の当たりにし、リサは思わずザルクを睨めつけた。

「いいえ。ヘイゼルニグラートが派遣した聖騎士団、しかも中隊長クラスの第三階梯聖騎士及び、同行者十数名の消息が断たれたとなれば、領主としても見過ごすわけにはいかないはずです」

　ザルクは意外そうに片眉を上げ、リサを静かに見返している。

　まるで値踏みするかのような視線を向けられ、リサは引き攣った笑みを浮かべた。

「アルベルの部下の消息を案ずる気持ちは、わからなくもない……。だが——」

　長く交流があるはずの領主の名を、ザルクがまた誤って口にしている。

　喉元までせり上がった罵倒の言葉を、苦く飲み下しながらリサは慇懃に頭を垂れた。

「領主アヴェルラ・アルベルティーニから、直々の依頼です。どうか、活動許可を」
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　領主館を出、案内の聖騎士団の青年と別れた後、リサとシェンフゥは早速ナクラバルの街へ調査に乗り出した。

　領主ザルクにより早急に発行された活動許可証があることから、街での聞き込みは容易ではあったが、そのことが、行方不明者の捜索をより難航させた。

「……明日自分がそうなったら困るけど、でも代わりに嫁さんがなんとかするんじゃないかな」

　数人の友人が行方不明であるという若者は、明るく笑って仕事に戻っていく。

「また同じ答え……」

　ずっと感じていた違和感が、重くリサの上にのしかかってくる。

　行方不明者に関する証言は、どれも要領を得ない。

　それどころか、街の人々が行方不明者のことなど微塵も気にかけずに生活を続けている異常さが、より顕著になっていくばかりだった。

「はぁ、匂うのぉ……」

　深く溜息を吐くリサの隣で、シェンフゥが空を見上げながらしきりに鼻を鳴らしている。

「領主館のあのお香？　まだ匂うの？」

　シェンフゥの匂いを嗅ぐような仕草に合わせ、自分の服に鼻先を近づけてみる。リサの動きに気づいたシェンフゥが、露出している肩に鼻を近づけ、露骨に鼻から息を吸い込んだ。

「ちょっ！　なんで私を嗅ぐのよ！」

「いや、つい……」

　誤魔化すような笑いを浮かべながら、シェンフゥが鼻先をリサの腋の窪みに押しつけようとする。

「こ、こらっ！」

「……鼻が曲がりそうじゃったのを我慢したんじゃ。許しておくれ……」

　リサの腕をやんわりと持ち上げ、鼻先を押しつけて息をしながらシェンフゥが弱々しく訴える。

「……あぁ、ご主人の匂いを嗅ぐだけで、生き返る心地じゃ……」

「もう、仕方ないんだから……」

　領主館の噎せ返るような香の匂いは、リサにも少しきつく感じられたぐらいだ。

　鼻が利くシェンフゥには、辛かっただろうと想像出来るだけに、あしらうことも出来ずにされるがまま、匂いを嗅がせてやる。

　そうしてしばらく立ち止まっていたが、他の通行人が不思議そうに横目で見ながら通りすぎるに至り、リサは慌ててシェンフゥを引き剥がした。

「はい、おしまい。もういいでしょ？」

「た、頼む、もう少し、もう少しだけじゃからっ」

「なにも、ここでしなくてもいいでしょ！」

　往生際悪く顔を埋めようとするシェンフゥの額に手のひらを押し当てて制しながら、小さく叫ぶ。

「ここじゃなければ良いのじゃな？」

　シェンフゥはぴたりと動きを止め、リサの目を覗き込むように見つめると、確かめるように訊いた。

「い、いいわよ……？」

「助かるぞ、ご主人。さっきから、罠の臭いがぷんぷんしてたまらぬからのぅ……」

　『食事』の話題を持ち出されるかと思ったが、そうではないらしい。

　シェンフゥはそう言いながら、虚空を睨むように見つめて続けた。

「罠の臭いって？」

　シェンフゥの視線を辿ったところで、青い空と白い雲が広がっているだけだ。

　なんの変哲もない空を依然として睨んでいるシェンフゥに、リサは改めて訊ねた。

「ご主人はわからぬか……。では、わかるようにしてやろう。目を閉じてはくれぬかの？」

「こう？」

　いつになく真剣なシェンフゥの言葉に、言われたとおりに目を閉じる。その瞼に、温かく柔らかい、唇のようなものが突如として触れた。

「な……っ！？」

　驚いて目を開けたリサに、シェンフゥがにんまりと笑って上空を指し示す。

「これは——」

　街の上空には、今まで見えなかった薄い靄によって覆われていた。

　首を巡らせ、街全体を見回す。靄は街全体を覆い尽くし、不穏な空気で包み込んでいる。

「見てのとおり、魔族のゲヘナじゃ。この街、おかしな結界が張られておる。なかなか手が込んだことをする輩じゃ……。しかし、わしの目は誤魔化せんぞ」

　ゲヘナ——魔族が使う魔法現象が起こした不気味な靄の中には、ごく薄く鈍色の雲のような邪紋が浮かび上がっている。決定的な証拠を目の当たりにして、リサは険しく眉根を寄せた。

「魔族絡みということは、これで間違いないわね。この結界、なんのために張られてるの？」

「ふぅむ……。わしの見立てが確かならば、精神汚染系の結界のようじゃ。人間の潜在意識に暗示をかけるタイプといったところか……」

　——精神汚染を引き起こす結界。

　淡々と分析するシェンフゥの隣で、ふと脳裏を過った可能性に、リサはぞっとしてシェンフゥの肩を掴んだ。

「ちょっ、それって私たちにも精神汚染が——」

「安心せい。わしらには効果は及ばん」

　シェンフゥがリサに穏やかに微笑みかける。その笑顔に、リサは強く掴んでいたシェンフゥの肩からゆっくりと手を離した。

「普通の人間なら、一週間も持たぬが、おぬしにはわしの精霊の加護がある。わしがついている限り、頭がおかしくなったりせぬ。心配なら手でも繋いで歩くかの？」

「子供扱いしないで」

　伸ばされたシェンフゥの手を振り払い、早足で街を歩き始める。

「人の親切心を無下にするでないぞ」

「あんたのは下心でしょ！」

　かっかっと笑うシェンフゥの声はいつもどおり明るい。あしらいながらも、不安に負けたリサは、なおも指を絡めてくるシェンフゥの手を握り返した。
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「ここと、ここも空き家……と」

　街の人々からの証言を集めることを諦めたリサは、独自に街を歩きながら、地図に印をつけていく。

「本当に全部回るつもりかの？　日が暮れてしまうぞ」

「まだ明日があるわ。『よくあること』として処理されてしまっている行方不明者を割り出すには、客観的な情報が必要なの」

　歩き続けるリサの後ろを、大量の食べ物を買い込んだシェンフゥが食べ歩きながらついてくる。

「あんたも買い食いなんてしてないで、真面目にやったらどうなの？」

「客商売の人間の証言は、案外当てになるものじゃよ」

　まだ湯気の立つ蒸し立ての肉饅頭を頬張りながら、シェンフゥがリサの隣に並ぶ。

「ほら、昼飯もまだじゃろうに」

「うーーーっ！」

　シェンフゥの言うとおり昼食のことはすっかり失念していた。

　その上、肉汁をたっぷりと吸い込んだ生地と、具だくさんの肉餡を目の前に見せつけられ、なんとも言えない旨そうな匂いを孕んだ柔らかな湯気を漂わせられたからには抗うことも出来なかった。

「わかったわよ、食べればいいんでしょ、食べればっ」

　まだ熱々の湯気に鼻先をくすぐられながら齧り付く。

「……んんっ！」

　肉餡の旨味が口いっぱいに広がり、リサは目を見開いて歩みを止めた。

「どうじゃ、旨いじゃろ？」

　シェンフゥがにっと笑い、手つかずのもうひとつの肉饅頭を差し出す。

　今度こそ抗うことが出来ずにリサは肉饅頭を食べ進め、続いて渡された
搾果汁魔導器
 ジューサー

 で作られた凍った果物の冷たくさっぱりとした飲み物で流し込んでいった。

「まあ、腹が減ってはなんとやら、じゃ。わしぐらいの不真面目さも見習うべきじゃよ？」

　リサから地図を預かったシェンフゥが、自分が得た証言を書き添えていく。





　ほどなくして、地図には二人が調べ上げた行方不明者の家と失踪場所を示す印が幾つも記されることとなった。

「しかし、こうして実際に歩くと、空き家も休業中の店も目立つのぅ」

　夕刻となり、旅人や行商人向けに夕食や酒を提供する店が開き始める。

　昼間はさほど気にならなかったが、夜が近づくにつれ、明かりのないままの家や店の存在が露わになり、街に漂う不穏な空気を二人に感じさせた。

　一見平和に見えるナクラバルの街、だが、そこに立ち並ぶ建物には明らかに忽然と人が消えた痕跡が残っている。それも何軒も。

「……やっぱり異常だわ」

　数ヶ月の間に行方不明者が何人も出るのは、やはり異常事態だ。

「……聞こえてねぇのかな？　おーい、そこの姉ちゃんたち——」

　この街で起きている異変に改めて顔を顰めるリサは、自分たちを呼ぶ少年の声に気づいて来た道を振り返った。

「——姉ちゃんってば……あっ、やっと目が合ったな」

　明かりのない建物に注目していたせいか、知らず通り過ぎていたらしい。

　声の主である少年は、目の前に広げたアクセサリーを両手を広げて示し、リサに微笑みかけた。

「見てってくれよ。美人な姉ちゃんたちにぴったりの品ばかりだよ」

　鉱物や宝石の加工、貴金属で有名なナクラバルにはこうしたアクセサリーの店がひしめいている。

　ただ、小さな少年が店番をしているのが珍しく、リサは歩を戻して店先のアクセサリーを眺めた。

「お留守番なのかしら、偉いわね」

「ここはおいらの店だよ。まあ、元々はおじさんとおばさんの店なんだけど、いなくなっちまったんだ」

「え……」

　平然と語られた少年の言葉に、リサは思わず動揺の声を漏らす。リサの困惑の表情に気づいた少年は、明るく笑って首を振った。

「まあ、この街じゃフツーだぜ。昨日は食堂の看板娘の姉ちゃんも消えちまったしな」

　少年が顎をしゃくって示す食堂は、明かりがついているものの人の入りは少ない。立派な看板や、店の窓際に並ぶタグのついた酒瓶から推察するに、元々は繁盛している店らしかった。

「その看板娘って人は、どこで……？」

「あのあたりらしいぜ。恋人の兄ちゃんと一緒に消えたって、行商人のおっちゃんが話してた」

　少年が示す細い路地の向こうは、そこだけ道の色が異なっている。

「あの色の違うところ？」

「そっ。ナクラバルは雨季になると雨が続くだろ。あれは排水用の水路。そこから地下水路に繋がってんだ」

　少年の丁寧な説明を聞きながら、リサは取り出した地図と見比べた。

「それより、なにか気になるのはないか？　これだけ世間話をしたんだ、見てくだけでもいいぜ」

　シェンフゥの言うとおり、客商売をしている人間は世間話程度に丁寧な証言をしてくれるらしい。

「……ありがとう」

　リサは頷いて地図を鞄にしまうと、店先に屈み、テーブルいっぱいに広げられたアクセサリーを眺めた。

　宝石はどれも小ぶりではあるものの、腕の良い職人らしい丁寧な仕事が窺える。

「おばさんも——」

　これを作った少年のおばも、自分が突然消えるなんて思ってもみなかっただろう。そう思うと次に続ける言葉が見つからなかった。

「細かい細工が得意だったんだぜ。ほら、この指輪なんて姉ちゃんに似合うんじゃないか？」

　少年が示した金の指輪にはごく小さな赤色の宝石が嵌め込まれている。石が一粒だけのシンプルなデザインだったが、華美でない分、その宝石の純粋な美しさが際立っているようにも見える。

「……珍しい色ね。ルビーにしては少し色が薄いかしら？」

　顔を近づけてじっくりと宝石を眺める。赤色だと思って近づいたが、光の当たる角度によって色が変わるらしく、間近で見ると薄桃色と橙が入り混じったような不思議な色を浮かべていることがわかった。

「ルビーじゃなくて、サファイアの一種だよ。姉ちゃんたちの髪の色みたいに綺麗だろ？　オーロラレッドっていうらしいぜ」

　少年が指輪を持ち上げて陽の光に透かして見せる。小粒ながらキラキラと輝く宝石は少年の言うように二人の髪色を思わせた。

（確かに、私とシェンフゥの髪の色みたい……）

「あんまり小さいんで研磨出来なかったんだけど、良い色だよな。石言葉も洒落てるんだぜ」

　忘れないようにメモしてあるのか、少年が値札を裏返して示してくれる。そこには、『一途な愛、運命的な恋、信頼関係』と彼のおばが書いたであろう几帳面な文字が並んでいた。

「どうだい？　これも縁だと思って、少しは安くするぜ？」

「……そうね——」

　リサが指輪を手にしかけたその時。

「なんじゃなんじゃ。指輪なんてじっと見つめおって」

　シェンフゥがぬっと首を伸ばし、リサの顔を正面から覗き込んだ。

「ご主人にはわしがプレゼントした、ラブリーな狐の首飾りがあるじゃろ♪
 」

　リサの首から下がった首飾り——天狐の首飾りを視線で示し、シェンフゥが得意気な笑みを浮かべる。

「これはあんたの呪いのアイテムでしょうが！」

「あいたっ、冗談なのにぃ……」

　怒りのまま振りおろした手刀は、シェンフゥの額を直撃した。

「うぅ……」

　低く呻いたシェンフゥが、その場にへなへなと崩れ落ちる。

「えっ、ちょっと、大丈夫？」

　思いがけない手応えに、慌ててシェンフゥを助け起こそうとすると、シェンフゥはリサの太腿に頭を預け、大袈裟に喘いだ。

「ごめんなさい。あんなにきれいに命中するなんて思ってなくて」

「はぁ、はあ……」

　目を閉じたシェンフゥが、苦しげにリサの太腿に顔を埋める。

「ちょっと大丈夫か、姉ちゃんたち」

「ごめん、また今度見にくるから」

　集まり始めた人々の気配から逃れるように、少年に断って店先から離れる。

　リサの肩に凭れたシェンフゥは相変わらず喘いでいたが、ある店先まで来ると不意に立ち止まり、なにかを訴えるように右手を上げた。

「この痛みは、あのプリンを食べなければ癒やせそうにないのぉ……」

「バカっ！」


第三話　シェンフゥの『食事』

「これでよし、と」

　旅人や行商人のために設備投資をしたばかりだという宿屋の部屋に入り、透明な硝子瓶に入った卵色のプリンを、備え付けの冷蔵魔導器にしまう。

　店主の厚意でひとつおまけされたプリンが並ぶのを微笑んで眺め、リサは扉を閉めた。

「はぁ、なかなかに良い宿じゃ。暫くここに住むかの？」

「宿はいいけど、この街に長居する気にはなれないわ」

　窓際にテーブルと椅子を移動させたシェンフゥは、街で買い込んだ食べ物や酒を広げ、既にほろ酔い気分を楽しんでいる。

「……行方不明者さえ続出しなければ良い街なんじゃろうな」

「それが大問題なんでしょ。……私、先にシャワーを浴びるわね」

「一緒に入るかの？」

「馬鹿」

　軽口を叩くシェンフゥをあしらい、浴室へと歩を進める。

「いい？　お風呂、覗かないでよね」

「はーーーい」

　扉を閉める前に念を押すと、間延びした返事が帰って来た。

「覗いたりしたら、水をひっかけてやるんだから……」

　呟きながら服を脱ぎ、
散湯浴魔導器
 シャワー

 の蛇口を捻る。

　低く唸るような駆動音がしたかと思うと、すぐに適温の湯がリサの上に降り注いだ。

　備え付けの石鹸に手を伸ばすと、その表面が宝石のように美しく削られ、中に花が閉じ込められていることに気づく。花の香りをつけてあるのか、泡立てるにつれ、浴室は良い香りに包まれた。たっぷりと石鹸を泡立てて、手のひらで身体の上を滑らせていく。

　そうして隅々まで丁寧に身体を洗ううちに、ざわついていた心の中は少しずつ落ち着き始めた。

「あの忌まわしい結界の靄も、こうして身体から落とせたらいいのに……」

　思わず呟き、湯をかけて泡を流す。石鹸の泡が排水溝に消える頃には、湯を浴びた身体もしっとりと温まっていた。

　香蜜油を使って髪を整え、全身を清めたリサはすっきりとした気分で浴室を出る。

「あとはプリンね」

　着替えに袖を通し、濡れ髪を簡単にタオルで拭いて、部屋へと戻る。

　シェンフゥは変わらず窓際で飲み食いしていたが、外の喧噪が気になるのか、ぴんと立てられた狐耳がしきりに動いているのが見て取れた。

　不真面目そうにしていて、肝心なところは見逃さないのはこういう注意力の賜物でもあるのだろう。感心しながら冷蔵魔導器を開くと、三つあるはずのプリンが忽然と消えていた。

「え？　……シェンフゥ——」

「どうしたかの、ご主人？」

　くるりと振り返ったシェンフゥの手にはプリンの瓶が握られている。そして右手に持った匙が最後の一口を掬い、口許へ運んでいくところだった。

「あ……、あ……」

　よくよく見ると、テーブルの上には既に空になった瓶が二つ重ねられている。

「ん？　これかの？　なかなか旨かったぞ」

　シェンフゥが小首を傾げ、匙にすくった最後の一口リサに向けて差し出す。

「はい、あーん」

「わ、私のプリン……」

　わなわなと震えながらシェンフゥに近づき、差し出された匙をとって最後の一口を食べた。ひんやりと冷えたプリンに、香ばしく焦げた砂糖が絡み、なんとも言えない滑らかな食感が舌の上を滑っていく。

「……なにを怒っておる？　おぬしに言われたことなら、ちゃぁんと守ったぞ？」

「楽しみにしてたのに！　三つあったのに全部食べるなんて……！」

　湯上がりに楽しむ予定だったプリンは、たった一口で終わってしまった。

「食べるなとは言われておらんかったと思ったが……」

　シェンフゥが困ったように眉を下げる。

「そこに正座！　そういうことじゃないの、大体あんたはいつもいつも——」

　それでもリサの怒りは収まらず、シェンフゥに正座を命じた。

　八つ当たりだとは理性では理解出来ていたが、突然奪われた楽しみはもう帰って来ない。

　リサの怒りの矛先は、シェンフゥの日頃の行いへも及び、クドクドと説教が続いた。

「…………」

　シェンフゥは項垂れ、黙したまま静かにリサの叱る声を聞いている。

　小賢しい反論がないことは好ましかったが、いつになく大人しいシェンフゥにリサの怒りはさらに募った。

「ねえ、聞いてるの？」

　腕組みしてをして、横目でシェンフゥを睨む。

「聞いておるとも……」

　しゅんとした様子のシェンフゥは、上目でリサを一瞥し、また視線を床へと落とした。

「……そ、そう……」

　改めてシェンフゥを見ると、尻尾も力なく垂れ下がってしまっている。いつになくしおらしい態度に、毒気を抜かれ、リサはシェンフゥの正面に向き直った。

「わ、わかったならいいのよ。一体どうしたのよ？　調子狂うじゃない……」

「許してくれるかの？」

　上目使いでリサの顔色を窺うシェンフゥは、今にも泣き出しそうに目を潤ませている。

「だからそう言ってるでしょ。いつも通りでいいってば」

　シェンフゥの顔を見た途端、言い過ぎただろうか、と自責の念が込み上げてきた。

「……本当にか？」

「ええ、二言はないわ」

　おずおずと確かめるように問いかけるシェンフゥに、頷きながら答える。その答えを聞いた瞬間、シェンフゥの顔に笑顔が戻った。

「くくくっ、その言葉を待っておったぞ」

「え……？」

「いつも通りでいいんじゃな？」

　念を押すシェンフゥは、戸惑うリサに考える隙を与えない。なにか企んでるとはわかったが、いつも通りでいいと言ったのは自分だ。それを直後に撤回するのはリサのプライドが許さなかった。

「い、いいわよ？」

　強がり、答えるリサにシェンフゥはにんまりと満面の笑みを浮かべて立ち上がる。

「じゃあ、約束どおり『食事』の時間にしようかのぉ？」

　わきわきと両の五指を動かすシェンフゥに、リサは本能的に身じろいだ。

「ちょ、ちょっと待って——」

「無駄な抵抗は止すのじゃ、ご主人」

　シェンフゥの言葉と同時に首飾りの呪いが発動する。

「あ、ぅ……」

　痺れるような刺激が全身を走ったかと思うと同時に、身体の自由を奪われた。

「かっかっか、形勢逆転じゃな ご主人♪
 」

　蹌踉めくリサをシェンフゥがしっかりと抱き留める。

「……うぅ……」

　反論しようとしたが、強烈な眠気に襲われて呂律も回らない。重く下がる瞼を持ち上げる力も出せず、リサの意識はそこで途絶えた。









「——人、……ご主人……」

　ゆさゆさと肩を揺すられている。

　泥のように身体が重かったが、辛うじて目を開けることは出来た。

「そろそろ起きてはどうかの？」

「！？」

　白い天井を遮り、シェンフゥの顔が目の前に突然割り込む。

　本能的に飛び起きたリサは、服をはだけたあられもない自らの姿に気づき、シェンフゥを睨んだ。

「……ちょっ、あんたまさか——……きゃっ」

　意識は覚醒しているはずなのに、身体はまだいうことをきかない。

　ベッドから下りて逃れようとしたところで、思いがけずシェンフゥに支えられることになってしまった。

「大丈夫かの、ご主人？」

　素早く胸と腰を支えたシェンフゥが、まだしっとりと濡れたリサの髪に鼻先を押し当てている。

「この匂い、たまらんのぅ。まさしく湯上がりの美少女の匂いじゃ……」

「人を眠らせて、あんなことするなんて、最低よ！」

　シェンフゥの頬に手を当て、距離を取らせながら声を荒らげる。が、シェンフゥはきょとんとし目を瞬き、不思議そうにリサの顔を覗き込んだ。

「……いや、まだじゃよ？　久しぶり過ぎて加減を間違えただけじゃ。大体、わしがそんな外道に見えるかの？」

「え……。見えるけど……違うの……？」

　目を瞬きながら率直に答えたリサの言葉を聞き、シェンフゥが額に手を当てて大仰に蹌踉めくような仕草をした。

「おおぅ、まるで信頼がないのぅ。自分の身体の変化ぐらいわかるじゃろうに」

「…………」

　言われて、恐る恐る自分の姿を検める。

　服こそはだけてはいるものの、具体的になにかをされた痕跡はない。

「それに、ご主人は後で『食事』をさせてくれる約束だったからのぅ」

　安堵の息を吐きかけたリサに、シェンフゥが目を爛々と煌めかせながら顔を寄せてくる。

「そ、それは……」

　ヘイゼルニグラートで交わした約束を持ち出され、リサはゆっくりと目を逸らした。

「よもや嘘ではあるまいな？」

　視線を逸らすリサを逃さないよう、シェンフゥが頬に手を当てて振り向かせる。言い逃れ出来ないと観念し、リサは苦し紛れに訊ねた。

「嘘じゃないけど、でも、どうして今……」

「任務が魔族絡みとわかった今、ヤツらにいつ襲われるともわからぬ。それにご主人、確かわしの狐火の火力が足りぬと言っておったではないか」

「う……」

　シェンフゥが至極真っ当な理由を並べ立て始める。

「『食事』をすれば、わしの妖力も増強される。これも任務のうちと思えば、いいじゃろう？」

「……それは、一理あるわね」

　あるいはリサが受け容れやすいように、という配慮なのだろうか。言葉巧みにシェンフゥに誘われたリサは、思わず頷いてしまった。

「そういうわけじゃ。では、始めるとするかの」

　背後に回って寝転んだシェンフゥが、後ろから手を回してリサの身体をまさぐり始める。

　露わになった下着を包むように、ゆったりと手のひらで胸を包まれると、リサの肩がぴくりと跳ねた。

「あっ、待って……」

　まだ身体の自由が利かないリサは、唇を引き結んで喘ぐように背後のシェンフゥに視線を送る。

「どうしたかの、ご主人？」

　シェンフゥが顔を覗き込むようにして狐耳を近づけると、その耳にリサは消え入りそうな声を零した。

「キス……だけなら、いい……」

「もちろんじゃ——」

　微笑んで応じたシェンフゥが、言い終わらないうちに唇を重ねる。

「あ……」

　重ねられた唇に、リサがそっと舌先を伸ばす。が、その舌先がシェンフゥの唇に触れる前にシェンフゥが上体を起こして離れていった。

「さっ、待ちに待ったお楽しみのはじまりじゃ♪
 」

　もう少しあの甘い口付けが引き起こす感覚を得たかったが、シェンフゥの意識はもう違うところに向いている。
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「もうがっつかないで……」

　溜息のように微かな不満を漏らしたリサは、恨めしくシェンフゥの顔を横目で見遣った。

「アヴェルラに邪魔されてからというもの、中途半端なところでお預けじゃったからのぅ」

　細い肩にそっと手のひらを添えてシェンフゥが、リサを上向かせる。

「んっ」

　再び重ねられた唇の隙間から、シェンフゥの舌が伸ばされる。

　リサはそれを舌を突き出して応じ、唇でシェンフゥの上唇を挟みながら絡めた。

　シェンフゥがリサの舌を舌先でくすぐるようになぞり、深く口付ける。求めていた口付けにリサは恥じらいながらも応じ、あの甘い蜜のような味の唾液を喉を鳴らして飲み下した。

　まだ自由の利かない身体のせいで、シェンフゥを抱き寄せることは叶わなかったが、その代わり、シェンフゥはリサを抱きしめ、たっぷりと口付けに時間をかけた。

「……あ……——」

　互いの吐息で蕩けるほど熱くなった頬に、ふと夜気が触れる。

　シェンフゥが上体を起こしたことに気づいたリサは、はっとして目を開いた。

「……わしの気分が、少しはわかったかの？」

　眉を下げ、切なげな目でシェンフゥが見下ろしている。

「……馬鹿……」

　そっけなく答えるリサに、シェンフゥがくつくつと笑いを漏らす。

「……たかが生気を吸い取るのに、なんでこんなこと……」

　シェンフゥの余裕が悔しくて、リサは目を逸らした。

「だが、ご主人。たかが生気、されど生気じゃ。そもそも、わしにとっての『食事』は儀式のようなものだと言っておるじゃろう。……それに、たっぷりと時間をかけた方が、おぬしのためにもなるぞ」

　熱い唇が耳朶を甘噛みし、蠱惑的な声が耳許で囁く。

「身体の調子がいいのは、認めてあげるわ」

　シェンフゥが『食事』と呼ぶ口付けは、生気を糧とする精霊であるシェンフゥのみならず、その契約者のリサにも効果を
齎
 もたら

 す。

　効果があるから協力するのだと言いたかったのだが、シェンフゥはほぅ、と溜息を吐いてリサの顔を覗き込んだ。

「な、なによ……」

「ご主人が応じてくれるようになって嬉しいぞ。そろそろ、言葉の方も素直になってくれればよいのじゃが——」

「馬鹿——」

　言い終わる前に、リサは言葉を切った。シェンフゥが愛おしさを込めた眼差しでリサの瞳を見つめ、髪を
梳
 す

 くように撫でている。

　その心地良さに、リサは思わず目を閉じた。

「やはり、おぬしはわしの理想の美少女じゃ……」

「こんな身体にしておいて、良く言うわよ……」

　恥ずかしげもなく好意を全面に出すシェンフゥの言葉がむずがゆく、目を逸らしながら呟く。

　シェンフゥはそれを気にする様子もなく、リサの顎に手をかけてじっと目を覗き込んだ。

「わしが生涯をかけて仕えると心に決めた美少女じゃ。そのままの姿であり続けてもらわねば困る」

「本当に、とんでもない呪いをかけてくれたものだわ」

「だが、望みどおり、お主は自由じゃ」

　シェンフゥが、かかかっと快活に笑いながらリサと額を合わせる。

「……それとも、親が決めた婚約者とやらの方が良かったかのぅ？」

「……意地悪言わないで」

　目を覗き込まれて問いかけられ、リサは思わず口早に話題を否定した。

「意地悪とは？」

「あ……」

　思いがけず零れた本音の欠片に気づき、目を見開く。

「ご主人、もしや……」

「違う、違うわ！　あんたとこうしてるのが良いだなんて、ぜーんぜん思ってないんだから！」

　誤魔化そうと焦ったせいか、言わなくても良いはずの言葉が口から飛び出す。

　はっとして口を押さえたが、シェンフゥのにんまりと笑う顔が全てを物語っていた。

「……ご主人、それを墓穴を掘るというのじゃぞ？」

「掘ってない！」

　強がってはみたが、恥ずかしさで顔が熱くてたまらない。

　表情を悟られまいとリサはベッドの上掛けを引っ張り上げて中に潜り込んだ。

「ほうほう。それは後々ゆっくり聞くとするかのぅ」

　リサを追うように上掛けの中に潜り込んだシェンフゥが、全てが自分のものであると主張するかのように、リサを強く抱きしめる。

「いいから早く寝なさい」

　身じろぎしてシェンフゥに背を向け、肩で大きく息を吐く。

「そうさせてもらうとするかの」

　シェンフゥはそう言いながらくつくつと笑い、リサの髪に口付ける。

　目を閉じるとすぐに、微睡みがリサを包み込んだ。









　太陽の匂いを含んだ風が、ベッドの上を撫でていく。

　カーテンが動き、眩い日差しが差し込むたび、リサの白い肌は幾つもの光の筋で照らされていった。

「ん……」

　瞼の上に光が落ち、リサが小さく呻く。

　シーツに絡められた身体がぴくりと動き、眠りから覚めたリサはゆっくりと目を瞬かせた。

「……シェンフゥ……」

　ベッドの上を手のひらでなぞりながら起き上がる。

　窓辺に移動させた椅子の上に座していたシェンフゥは、起きたばかりのリサを見て目を細めた。

「なんで起こしてくれなかったのよ」

　窓から見える太陽の位置から察するに、もう昼過ぎだ。

　普段ならばあり得ないほど遅い起床時間に苛立ちながらベッドから下りると、シェンフゥは小首を傾げて、にっと笑って見せた。

「それはおぬしが良く眠っておったからじゃよ。しかし、良い眺めじゃのぅ」

　鼻の下を伸ばして笑うシェンフゥの表情に、ハッとして自分の姿を確かめる。

「バカっ！　変態、エロぎつね！」

　寝間着をはだけさせたままの自分の姿に慌てて上掛けの中に潜ると、リサは考えつく限りの罵声をシェンフゥに浴びせた。

「なんとでも言うがいい。おぬしへの愛は変わらぬぞ」

　にぃっと唇の端を持ち上げながら近づいてきたシェンフゥが、グラスに注いだ水を差し出す。

「…………」

　喉が渇いていたリサは仏頂面でそれを受け取り、一息に飲み干した。

「はぁ。世界が輝き、生き返ったような心地じゃ。やはり、わしとおぬしの相性は最高じゃな」

「うるさい！」

　空になったグラスを突き返して鋭い視線を向ける。

　が、睨んだところでシェンフゥは全く表情を変えず、それどころか、宥めるようにリサの髪を撫でてきた。

「そう怒るでないぞ。ああして気を交わらせるのは、おぬしのためでもあると言っておるじゃろう？」

「……う……」

　昼過ぎまで眠ったからだと思い込もうとしていたが、やはりそうではないらしい。

　リサにとっても久しぶりの『食事』であったせいか、その恩恵を思いがけず感じ取り、低く
呻
 うめ

 いた。

　いつになく身体は軽く、今ならばどんなに厳しい訓練であっても難なくこなせそうだ。

　それほど気力も体力もみなぎっている。

「ほれほれ、礼ぐらい言ってもバチはあたらんぞ？」

　効果を実感しているリサに気づいているのか、シェンフゥがにやにやと催促してくる。

「……言うわけないでしょ」

　仮に自分のためにもなるとしても、『あんなこと』をされての結果と聞かされて素直に喜ぶなど出来るはずもない。

　あからさまに呆れたふうを装い、リサは大きく溜息を吐いた。

「ご主人の求めに応じて、いつもよりも時間をかけたのじゃがのぅ」

「も、求めてなんか……」

　シェンフゥの視線に反応したように、頬が熱くなった。まるで唇があの熱を覚えているかのようだ。

「どうかしたかの？」

　ひょいと顔を覗き込んだシェンフゥが、額をくっつけて熱の具合を確かめる。

「っ！！」

　間近に迫るシェンフゥの顔に、昨晩の数え切れないほどの口付けと好意に溢れた言葉の数々が脳裏に蘇り、自然と胸が高鳴った。

「どうもしないわよ。あんたのおかげで絶好調よ」

　シェンフゥを突き放し、上掛けを身体に巻き付けたままベッドを下りる。

「なるほど、効果は絶大じゃな！　では、今日も頑張っていくかのぉ ご主人！」

「……さっさと行くわよ」

　床に散らばったままの服をかき集めて身につけると、リサはシェンフゥを待たずに荷物をまとめ、宿を出た。
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「おーい、大事なものを忘れておるぞー」

　宿を出て暫く歩いたところで、すぐにシェンフゥが追いついてきた。

「まったく、わしとおぬしは一心同体じゃと言っておるに……」

　いつもならここで強引に腕を組まれるところだが、今日のシェンフゥはそれをしない。ちらりと横目で彼女を見たが、きょとんと目を瞬いただけだった。

「わしの顔がどうかしたかの？」

「なんでもないっ」

　隣に並んで歩いているだけなのに、その距離がもどかしく感じる。煩わしいと思っていたはずのシェンフゥがいざ密着してこないとなると、自分が期待しているようで苛立ちが募る。

（大体シェンフゥは、なんで平然としているのよっ！　私ひとりでドキドキしてて、馬鹿みたいじゃない！）

　吐き出せない胸の内に悶々としながら、大股で街を進んでいく。

　考えているうちに段々と腹が立ってきた。

「どうした、ご主人？ 顔が赤いぞ」

「ひっ！」

　どうしてくれようなどと思っていたのがいけなかったのか、全く気配を感じさせずにシェンフゥが目の前に現れる。

「やっぱり、熱でもあるのかの？」

　接近する顔、甘い吐息。

「！？」

　普段ならば絶対に意識しないものを感じ取り、リサは顔に熱が上るのを感じて唇を震わせた。

「なんでもないわよ、このエロぎつねーーー！」

「あいたー！？　なんでじゃーー！」

　頭に平手打ちを食らったシェンフゥが、呻きながらその場にしゃがみ込んだ。


第四話　異形の下等魔族





　昼下がりの街は、仕事の合間に昼食を楽しむ人々や、昼食を摂る店を物色する商人たちの姿で賑わっている。

　この日は風も少なく、穏やかな陽光が暖かく降り注いでいることから、飲食店の軒先にはテラス席が設けられ、冷たい飲み物で食後のひとときを寛ぐ人の姿が目立った。

　リサとシェンフゥも愛想の良い女主人によってテラス席に通され、柔らかく蒸し上げられた鶏肉と、野菜の出汁をたっぷりと吸わせて炊き上げられた米と蒸し野菜を合わせたプレートを食べ進めている。

「店の看板料理とあって、手が込んでいるのぅ。おおっ、このソースも香辛料が利いていて旨いぞ、ご主人」

　料理の味がよほど気に入ったのか、尻尾をふさふさと揺らしながら、シェンフゥが女主人自慢のソースを薦めてくる。

「うん……」

　一方のリサは料理を味わっているふうでもなく、虚ろな目で通りを行き交う人々の姿を眺めていた。

「せっかくの飯が台無しじゃぞ？」

　手元から動かないフォークを代わりに動かし、リサの口許に運んでやりながらシェンフゥが苦笑する。

　リサは文句をいうでもなく大人しくそれを咀嚼し、静かに溜息を吐いた。

「あのプリンのことなら、悪かったと言っておるじゃろう……」

「……うん」

　頷きながらシェンフゥが差し出したフォークを受け取り、ほとんど手つかずのままの皿の上へと戻す。

「世話が焼けるのぅ」

　シェンフゥはがつがつと自分の皿から残っていた鶏肉と米を掻き込み、リサの隣の席へと移動した。

「ほれ、腹が減ってはなんとやらじゃ」

「うん」

　空腹ではあるものの、自分では食べる気力が湧いてこない。

　シェンフゥに食事を食べさせられながら、リサは物憂げに首を動かし、斜め向かいの休業中の店へと視線を移した。

　その店は、昨日プリンを買った店の隣に位置する。

　店の男主人が昨晩遅くから行方が知れないとのことで、急遽近隣の店が協力しあって前日の仕込みを調理し、売りに出している。

「この街では本当に、いつ人が消えてもおかしくないんだわ……」

　呟きながらシェンフゥの手の甲に手のひらを添え、そっと滑らせる。

　シェンフゥが離したフォークを受け取ると、リサは無言で食事を再開した。

「明日以降は、それがないようにせねばな」

　シェンフゥがひとり呟き、席を立つ。

「少し借りるぞ、ご主人」

　リサの鞄から取り出したナクラバルの地図と筆記具を手に、向かいの席に戻ると、シェンフゥは真剣な表情で地図に書き込みを始めた。

　食事を進める間に、自分の中での結論が出たのだろう。

　リサの表情は幾分か明るいものに戻っていた。





「さっ、腹は膨れたかの？」

　食べ終わった皿が片付けられ、食後の飲み物が提供される。

「ええ。デザートにプリンが食べたかったけれど、明日にするわ」

　冷たい紅茶にたっぷりと蜂蜜を落としながらリサは頷き、シェンフゥが広げる地図に視線を移した。

「そっちはどう？」

「ばっちりじゃ」

　シェンフゥが大袈裟に胸を張り、地図をリサの方へと移動させる。

　地図上には、昨日聖拝機関から渡された報告書と自分達の足で確かめた証言及び空き家などの状況証拠、そこに今日得られた新たな情報が点で記されている。

　その点をシェンフゥが繋いだことで、ひとつの共通点が浮かび上がっていた。

「驚いたわ。地下水路とぴったり一致してる……」

　繋がれた線を指先でなぞりながら、リサは唇を噛む。

「昨日の小僧の証言といい、この地下水路を探さぬわけにはいかなくなったのぅ。さて、どうするかの、ご主人？」

「今すぐ行くに決まってるでしょ。まだ助けられるかも」

　答えながらテーブルに代金を置き、リサは大通りへと飛び出していく。

「そう言うと思っておったぞ、ご主人」

　本来の調子を取り戻したリサの様子に、シェンフゥがにっと笑って続いた。









　街中に張り巡らされた地下水路には、入り口となるマンホールが設けられている。

「あった！」

　大通りを少し外れた路地でそれを見つけたリサは、立ち止まるや否や腰に装備していた魔導散弾砲を構えた。

「下がって！」

　鋭くシェンフゥを制し、魔導散弾砲の引き金を引く。

　打ち抜かれた金属製の蓋は無残に
拉
 ひしゃ

 げて吹っ飛び、重々しい音を立てて地面に落ちた。

「……相変わらず、乱暴じゃのぅ」

　耳を押さえてその場に屈んだシェンフゥがそろそろと目を開ける。

「いかにもなにか出そうな空間ね……」

　蓋が取り外されたマンホールには、人が通れるほどの縦孔がぽっかりと空いている。

　地下水路へと伸びる細い梯子を揺すって強度を確かめていたリサは、昇ってくる臭気に鼻を覆った。

「おお。見事な地下空間が広がっておるわい。いよいよ、ボスステージじゃな」

　鼻を摘まんだシェンフゥがリサの隣に屈み、縦孔の中を楽しげに覗いている。

「なにがボスステージなのよ」

「地下空間はボスステージと相場が決まっておるからのぅ。わしらのレベルもアップするじゃろうて」

　くつくつと笑うシェンフゥは、実に楽しげである。

　汚臭のする地下水路に入る自分たちを鼓舞しようとしているのだとしても、突拍子もない話だ。

「ボスステージねぇ……。確かに魔族がいそうだけど、一体なにを根拠に言ってるのよ」

「まあ、わしの鼻にかかればの」

　そう言いながらシェンフゥは、リサを置いて縦孔へと飛び込んだ。

「ちょっ、勝手に行かないでよ！」

　先を越されたリサは、慌ててシェンフゥの後を追おうと梯子に飛びついたが、長く先の見えない縦孔は予想外に慎重を要した。





「……シェンフゥ？」

　てっきり下からリサを眺めていると思ったが、梯子のすぐ下にシェンフゥの姿はなかった。

　煉瓦造りの半円形の地下水路は、雨水と生活排水が入り混じっているのか、酷い臭いがした。

「雨季はここがいっぱいになるのね……」

　手のひらで鼻と口許を押さえながら、目が慣れてくるのを待つ。

　遙か頭上に見える縦孔の入り口から注ぐ光は、地下水路を照らすにはあまりに心許なかった。

「……時間が惜しいわ。行くわよ、シェンフゥ」

　シェンフゥの姿は見えなかったが、近くにはいるだろう。気配を感じながら呼びかけ、リサは地下水路に設けられた細い通路の上を歩き始めた。

　徐々に目が慣れると同時に、想像以上に地下水路が深く張り巡らされていることがわかってくる。

　水路を流れる淀んだ水は、辛うじて歩ける程度の通路にも及んでいる。水路の底に溜まった汚泥が放つ濃い汚臭に、リサは顔を歪めて小さく咳をした。

「先は長い。闇雲に歩くものでもないぞ、ご主人」

　シェンフゥの声が頭上から降り、それと同時に無数の
狐火
 きつねび

 が舞う。

　狐の形をした紫の火の球は、リサの周りをじゃれつくように動き、明々と地下水路を照らし出した。

「どこに行ってたのよ。敵が出て来たらどうするつもり？」

「かっかっか、わしの話を信じてくれてたかの？」

「だって、絶対梯子の下に居ると思ってたのに……いな——」

「おおおっ！」

　リサが言い終わる前にシェンフゥが悲鳴のような声を上げ、頭を抱えて悶絶した。

「え……」

「わしとしたことが、最大のラッキースケベを見逃すとは、なんたる失態！」

　一瞬でも心配した自分が馬鹿らしくなる。

「……言わなきゃ良かった」

　悔しがるシェンフゥを冷めた目で見つめて溜息を吐き、リサは腕組みをしながら改めて訊ねた。

「で、なんで先に行ったのよ？」

「おお、そうじゃったそうじゃった」

　立ち直ったのか、シェンフゥが手のひらを軽く握った拳で叩く仕草をする。

「なぁに、さっきの魔導散弾砲がどう影響したかが気になってな」

「……影響って？」

「もしここが魔族の巣ならば、わしらのような侵入者を許すと思うかのぅ？」

　言われて初めて、自分の行動の
迂闊
 うかつ

 さに気づかされる。

　一刻も早く地下水路へ、と急く気持ちが裏目に出る可能性もあったのだ。

「……そうね。軽率だったわ。ここ、思っていたよりも危険かも……」

　口で言い表すのは難しいが、臭い以外にも異様な気配はずっと感じている。

　地下水路に満ちている生温く居心地の悪い空気は、まるでリサの厭な予感をさらに増幅させているようだ。

「まあ、すぐにその危険はないようじゃが、別の問題の方が深刻じゃな」

「……ええ……」

　鼻先を覆うシェンフゥが、察してくれとばかりにアピールする。

「大丈夫なの？」

　リサでも顔を
顰
 しか

 めるほどの臭いならば、鼻の利くシェンフゥが平気でいられるはずがない。

「臭くて鼻が曲がりそうじゃ……」

　大仰に鼻を押さえたシェンフゥが、リサと並んで前方を見据える。淀んだ空気の向こうには、さらに濃い腐臭が漂っている。

「なんとか出来ないの、その、妖術とかで」

「あるにはあるんじゃが、おぬしの協力が必要でのぅ……」

　リサの問いにシェンフゥは困ったような苦笑を浮かべる。

「するわよ。なんでも言って」

　その言葉を待っていたかのように、シェンフゥがにやりと笑う。

「では、早速——」

　そう言ってリサに顔を近づけたかと思うと、鼻先に唇を押し当てた。

「……ちょっ……」

　言い終わらないうちに腐臭が和らいでいることに気づく。シェンフゥは、眉を下げて微笑み、自分の鼻を指先で示した。

「同じことを頼んでもいいかの？」

「う……」

　本当にそれが必要か疑わしかったが、シェンフゥが辛そうなのは事実に違いない。

「目、閉じててよね」

「もちろんじゃ」

　恐る恐るシェンフゥの鼻先に口付けると、シェンフゥの口から恍惚とした溜息が漏れた。

「ほぅ、美少女のキスはやっぱり生き返るのぅ」

「バカなこと言わないの」

　あしらいつつも、シェンフゥの顔から苦しげな陰が消えたのは、自分が役に立てたのだとわかって素直に嬉しい。

　安堵に緩みかけた頬を再び引き締め、リサは地下水路奥から近づいてくる気配に魔導散弾砲を構えた。

「あの腐臭……レッサーデーモンか……」

　なにかを引き摺るような気味の悪い音が、地下水路に響き渡る。

　ケタケタと狂ったような甲高い笑い声が聞こえたかと思うと、四つ足の獣のような影が跳躍し、一気に距離を詰めてきた。

「ご主人！」

「わかってる！！」

　リサの魔導散弾砲が、レッサーデーモンの身体を的確に撃ち抜く。

　砲撃を受けて吹き飛んだ腕とも脚ともつかぬものが水路に落ちて激しく跳ねた。

　自分の身に起きたことが理解出来ないのか、笑い声に似た耳障りな音を発しながらレッサーデーモンが脇腹にある巨大な目玉を忙しなく動かしている。

「あれが、奴の目……？」

　魔導散弾砲のフレームからシリンダーを横に振り出す間も、リサの視線はレッサーデーモンから動かない。

　その視線は瞼のない奇妙に濡れた目玉と残った前肢のいずれを狙うべきか見定めているようでもあった。

「目を潰すのはおすすめせぬぞ。あれは毒素の塊じゃ」

「そう」

　頷き、全ての弾を込め終わったリサが、レッサーデーモンの前肢に狙いを定める。

　後肢を失ったレッサーデーモンは、大きく裂けた口を開き、ガチガチと歯を鳴らしながら、露出した脊髄をしならせていたが、やがて自分の身体の変化に気づいたのか、前肢だけで突進を始めた。

「遅いわ」

　レッサーデーモンが距離を詰めるよりも早く、リサが立て続けに残りの前肢を撃つ。

　皮を剥いだ人間の脚と手をちぐはぐに取り付けたような前肢は、魔法散弾砲の攻撃をまともに食らい、根元から吹っ飛んだ。

　幼児の笑い声のような音を立て、前肢と後肢を失ったレッサーデーモンが突然ひっくり返る。

　魔導散弾砲を構えたまま数歩下がったリサは、レッサーデーモンの背に残された腕に気づき、唇を噛んだ。

　逆さまになった頭部が、甲高く吠えるような笑いを上げ続けている。

　べたべたと滴る涎が飛び散り、リサとシェンフゥはそれを避けるようにさらに下がった。

「ご主人、止めじゃ！」

「ええ」

　リサが魔導散弾砲を構えるのと、仰向けになったレッサーデーモンの身体の下で、残された腕が膨らんだのは、ほぼ同時のことで。

「なに！？」

「ギャギャギャッ！」

　信じられない速さでレッサーデーモンが跳躍した。

「このっ！」

　シェンフゥと共に後退しながら、魔導散弾砲を打ち続ける。

　が、目玉を避けて頭部だけを撃ち抜くのは困難を極めた。

「ああ、もうっ！」

　魔導散弾砲の射程距離より近くレッサーデーモンが迫っている。

「シェンフゥ、一旦退いて——」

「それは無理じゃ」

「え……」

　長刀を構えたリサの背に、長刀と入れ替わるようにシェンフゥの背が押し当てられる。

　視線だけを素早く後方に巡らせると、地下水路の向こうから無数の笑い声が反響して響いた。

「囲まれておる」

　シェンフゥが苦く答えながら狐火を地下水路に放つ。紫の炎で照らされた地下水路は、壁も天井もレッサーデーモンの群れで覆われていた。

「知能はないと思っておったが、群れる習性を忘れておったわい。まるでゾンビ映画のヒロインになった気分じゃな」

　かかかっと笑いながら、シェンフゥがリサの背にこつんと後頭部をつける。

　リサはそれに無言で頷き、魔導散弾砲に魔法弾と鉛玉の両方を素早く装填し、シリンダーを戻した。

「壁と天井、それから水路の底……。これでわしらを取り囲んだつもりかの？」

　シェンフゥの背を押して前後を入れ替わったリサが、より多くのレッサーデーモンと対峙する。

「まとめて討伐してあげる！」
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　背を合わせたまま、シェンフゥと同時に攻撃を開始する。

　魔法弾の火炎がレッサーデーモンの群れを撃つと歓声のような狂笑が上がり、腐食した四肢がびちゃびちゃと音を立てて這いずり回る音が続いた。

「私に、近寄るなぁっ！」

　急接近するレッサーデーモンの前肢を長刀で薙ぎ、同時に魔法弾を撃ち込む。

　後方でシェンフゥの狐火が燃えさかる熱を感じながら、魔法弾を撃ち尽くしたリサは、鉛玉でレッサーデーモンの頭部を潰していった。

　放たれた鉛玉を受けたレッサーデーモンの頭部は醜く崩れ、壁や天井から剥がれて落ちていく。

　どろどろと水路の汚泥に塗れると、腐臭は一層酷いものになった。

「目玉は撃たずに済んだようじゃの」

　禍々しい色の目玉が、脇腹の上でぎょろぎょろと動き回っている。

「そっちは？」

「全部燃やしてしもうたわい」

　シェンフゥが得意気に胸を張り、リサの肩を叩く。

「魔法弾にもその威力が欲しいところね」

　大きく息を吐いたリサは、動く術を失った残骸に背を向け、左腰のポーチから魔法弾を取り出して装填し直した。

「厄介ではあるけれど、私たちの敵ではないわね。で、こいつらが犯人？」

　進路を塞ぐ腐った肉片を蹴散らしながら、最初にレッサーデーモンと遭遇した場所へと戻る。

「……どこぞの名探偵のように犯人の方から寄ってきてはくれんかのぅ」

　狐火を手元に取り戻したシェンフゥが、呟きながら汚泥とレッサーデーモンの残骸で満ちた水路を照らしていく。

「その例えはちょっとわかんないけど、聖騎士団がレッサーデーモン相手に苦戦するなんて、ちょっとあり得ないんじゃないかしら？」

「……そうじゃな……。うーむ……」

　リサの呟きに相槌を打ちながら、シェンフゥは鼻を押さえてその場に屈み、レッサーデーモンの露出した臓器を狐火で照らしている。

　散弾でバラバラになった状態でもまだ動くことが出来るらしく、腱や臓器が醜く蠢いているのが見て取れた。

「……想像以上に気持ち悪いわね。一体、なにしてるの？」

　消化器官らしきものを幾つか確かめたシェンフゥは、小首を傾げて溜息を吐いた。

「ハズレかのぅ……」

「どういうこと？」

「こいつらの消化器官には、人間を『食べた』らしい痕跡はなかったということじゃ」

　真面目に答えるシェンフゥは、ご褒美とばかりに鼻の頭を指差して、リサに口付けをねだる。

「もうっ、世話が焼けるわね。これで満足？」

　リサが渋々シェンフゥの鼻先に口付ける。と、シェンフゥは素早くその後頭部に手を回してリサの唇を奪った。

「……な……、な……」

「やっぱりこっちがいいかのぅ」

　満足げに微笑み、シェンフゥは軽い足取りで地下水路の奥へと歩き始める。

「……もう、なんなのよ……」

　普段通りかと思えば、不意打ちで唇を奪ってくる。シェンフゥの好意は時と場合を選ばない。リサは頬を膨らませ、大きく溜息を吐いた。


第五話　獅子頭の魔族





　レッサーデーモンの群れを殲滅したせいか、それともシェンフゥの妖術の効果か、地下水路の奥に進むにつれて、異様な臭いを感じることは少なくなっていった。

「これだけ歩いたら、そろそろ街の外なんじゃないかしら」

　シェンフゥの狐火を借り、鞄から取り出した地図を確かめる。

　道に沿って張り巡らされている水路の形を追うと、地上でのおよその位置を計り知ることができた。

「そのようじゃな」

　リサと共に地図を確かめていたシェンフゥが、頷いて前方を見据える。

「あの辺りが出口かも知れぬ」

　シェンフゥが示す水路の奥が仄かに明るいように見える。

　狐火がなくても明るさを感じるということは、シェンフゥの言うように出口が近いと考えた方が順当だろう。

「行けるところまで行きましょ。なにもなければ引き返せばいいのよ」

「なにもないことは、ないようじゃぞ」

　先に歩き始めたシェンフゥが、水路を狐火で照らす。

「……なにこれ……」

　水路を中心にびっしりと積まれた人骨が、通路を塞いでいる。半円状の地下水路に突如として現れた人骨のダムにリサは口許を覆って半歩下がった。

「この体毛……
鬣
 たてがみ

 か？　ウガルの巣のようじゃな……」

　人骨の山を平然と崩したシェンフゥが、金色に煌めく毛を狐火に
翳
 かざ

 している。

　毛の端がちりちりと焼ける嫌な臭いに顔を歪めながら、リサはシェンフゥの傍に寄った。

「ねえ、ウガルって、あの——」

「左様、金と朱の鬣を持つ獅子頭の魔族じゃ」

　本能的に何者かの気配を感じ取ったのか、シェンフゥがリサを遮るように腕で押し、じり、と数歩後ろに下がる。

　次の瞬間。

「————！！」

　獰猛な咆吼と共に、鋭い爪が先程までシェンフゥが居た場所を薙いだ。

「シェンフゥ！」

　魔導散弾砲の残弾を連続で浴びせ、ウガルを後退させる。無数の火花が散り、ウガルは防御態勢を取りはしたが、ダメージを受けている様子は感じられなかった。

「装填の暇はないわね」

　魔導散弾砲を腰のベルトに戻し、背負っていた長刀を引き抜く。

「油断するな、ご主人」

「わかってる。で、あれが犯人？」

「そうじゃ。真実はいつもひとつ！」

　シェンフゥが人差し指を立ててウガルを指す。その指に狐火が集約したかと思うと、円を描くように広がり、盾の形を成した。

「……っぐ！」

　ウガルの咆吼が無数の火の玉と化し、シェンフゥの狐火の盾を襲う。間一髪のところで炎を防ぎきったシェンフゥだったが、ウガルの攻撃の勢いを消失させるには至らず、踏みとどまろうとする片膝をつけた二本の脚は、じりじりと後退させられていく。

「シェンフゥ！」

　リサが加勢してシェンフゥと共に狐火の盾を押さえるが、後退の勢いは止まらない。

「死ネ！」

「舐めるな！」

　呪うような声と共に一際大きい火球が放たれたかと思うと、狐火の盾が大きくしなり、炎の球を弾き返した。

　弾かれた火球は堆く積まれた人骨の山を直撃し、一瞬にして辺りを灰で覆い尽くす。

「！！」

　咄嗟に顔面を覆ったが、地下水路を巡る爆風は防ぎきれない。

「……っ、げほっ」

　煙を吸い込んだリサは激しく咳き込んだ。

「我ガ火球ヲ退ケルカ……小癪ナ……」

　猛々しい咆吼を交えたウガルが忌々しげに人骨の残骸を踏み荒らす。

　体勢を立て直したリサは素早く魔導散弾砲に残りの弾を装填し、ウガルに向けて構えた。

「このぐらいで、私たちに勝てると思ってるの？」

「——！！」

　ウガルが応える前に魔法弾を撃ち込んでその動きを牽制する。

　レッサーデーモンとは異なり、魔族としてある程度の知能を有するウガルは、リサの魔法弾を前脚で防いで、雄叫びを上げた。
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「……タダノ人間デハナイ……。オマエ、何者ダ」

「リサ・エーデルワイス、殺し屋よ。魔族専門のね」

　リサの答えを聞き、ウガルが遠吠えのような咆吼を上げる。

　それが笑い声であると気づいたシェンフゥは、リサの腕を引いて後ろに下がらせた。

「愚カナ。我ニ勝テルト思ウカ……！」

　咆吼と同時に無数の火炎弾が飛ばされ、リサとシェンフゥを追い詰める。

　横穴に逃れて火炎弾をやり過ごしたリサは、その場に無造作に転がる血塗れの聖騎士団の鎧に気づいて目を瞠った。

「……これは……」

　シェンフゥがリサが見たものを察して苦く唇を噛む。その様子を嘲笑うかのようにウガルの顔が通路の向こうから覗いた。

「聖騎士団の調査隊はどこ！？」

「人間、食ッタ」

　さも当然のことのように、ウガルが答える。

「え……？」

「邪魔スル、皆食ッタ」

「…………」

　淡々と紡がれる言葉にリサは思わず後方のシェンフゥを振り返って一瞥する。

　シェンフゥはリサと目を合わせて、苦しげに顔を歪めた。

「ああ、あの目は人の味を知っておる……。どうやら聖騎士団の調査隊はこいつに食われたようじゃな」





　——食われた。

　それも一人残さず。





　その言葉が示す恐ろしい事実に、リサの肌の表面に鳥肌が立つ。

「貴様モ喰ラウ。人間ノ女、旨イ」

　リサを標的と決めたウガルが、前肢を大きく振るう。

　鋭利な刃物のような爪は間一髪のところで
躱
 かわ

 すことが出来たが、その風圧までは想定していなかった。

「血ヲ捧ゲヨ」

　軸足にされていた方の前肢が入れ替わりに伸び、リサの身体を捉える。

「……なっ」

「ええいっ！」

　衝撃を覚悟し、咄嗟に防御の姿勢を取ったリサは、別の力によって吹き飛ばされ、壁面に激突した。

「……うぅ」

　強かに顔面を打ち付け思わず呻く。呻きながら跳ね起き、ウガルの姿を確認した。リサの代わりに攻撃を受けたのか、左腕を押さえてウガルと対峙するシェンフゥの姿が目に飛び込んだ。

「邪魔ヲスルカ！」

「リサはわしのものじゃ。貴様ごとき魔族に、血の一滴たりとも喰らわせてなるものか」

「ナラバ貴様カラ始末スルマデ！」

「出来ぬよ」

　鞭のように打ち付けるウガルの尾を躱したシェンフゥが、リサの元まで後退する。

「シェンフゥ！」

　狐火が攻撃に回されているので、怪我を確認することは出来ない。

　自分でも泣き出しそうな声が出たことに顔を歪めていると、シェンフゥがリサの頬をそっと舐めた。

「大事な顔に傷などつけおって」

「私よりシェンフゥが——」

　言いかけて、顔面に感じていた痛みが消失していることに気づく。シェンフゥは満足げに、にっと笑うと、すぐに表情を引き締め、低く唸るウガルを睨めつけた。

「……かすり傷じゃ。それより、油断するなと言っておろう」

「……ええ」

「来るぞ！！」

　ウガルの身体がしなり、二人との距離が一気に縮まる。

　限界まで引きつけて魔導散弾砲で目を狙った。

「舐メタ真似ヲ」

　怒りを露わにした低い声が響き、ウガルが闇雲に前肢を振り回す。

　機械兵器の装甲をも切り裂くウガルの鋭い爪は、地下水路の煉瓦造りの壁を削り取り、支えを失った天井が崩れ落ちる。

「少しは効くようね。暗闇に慣れている分、光には弱いのかしら？」

　慎重に間合いを取りながら、リサは魔法弾を装填し、連続してウガルの顔面に叩き込む。

「ガァアアアッ！」

　眼前で火花を散らされたウガルは後肢で立ち上がり、崩れ落ちた瓦礫を怒りのままに薙ぎ倒した。

　傾きかけた橙色の陽の光の下、夥しい量の人骨の存在が露わになり、リサはシェンフゥと共に後退しながら顔を歪めた。

「どうする？　このまま一気に片を付けるかの？」

「そうしたいところだけど、あれ、一発でもまともに食らったら致命傷よね」

「一時的に目を眩ませたとはいえ、無闇に近づくのは得策ではないのぅ」

　シェンフゥが頷き、狐火を翳してウガルの様子を注意深く観察する。

「私の魔導散弾砲の威力じゃ、止めを刺すのは無理。長刀で、五分と言ったところ——」

　相手の実力を察するに、今の自分一人では勝てるとは思えない。

　だが、シェンフゥと二人で力を合わせたならば——

「無駄口ヲ叩ク暇ガ、アルト思ウカ！」

「シェンフゥ！」

　声で居場所を判別したのか、両目を瞑ったままのウガルが火炎弾を放つ。

　咄嗟にシェンフゥを庇ったリサは、火炎弾こそ回避したものの、受け身を取る間もなく、瓦礫の山へと落ちた。

「……かはっ……」

　激しく背中から落ち、乾いた息が漏れる。どこを損傷したのかわからなかったが、吐き出した息は血生臭かった。

（動けない……）

　どこをどう傷めたのか、すぐには把握出来そうになかった。

　今ウガルに攻撃を仕掛けられたら、避ける術がない。

「
其処
 そこ

 カ……？」

　ウガルが鼻を鳴らす音が響き、間近にあった瓦礫が音を立てて崩れる。

　こんな時でも魔導散弾砲と長刀を手放していない自分を奮い立たせながら、全神経を集中させ、どうにか上体を起き上がらせた。

「シェン——」

「どうしたどうした、かわいそうに。手負いの美少女としか戦えぬとは、所詮低脳よのぅ」

　リサの声を掻き消すように、シェンフゥが声を張り、ウガルを挑発する。

「今ナント言ッタ……？」

　至近距離にまで迫っていたウガルは、シェンフゥの挑発を受け素早く方向を転換した。

「低脳でかわいそうだと言ったのじゃよ。さては図星かの？」

　涼しい声で言って退け、シェンフゥが狐火を放つ。

「ガアアッ！」

　ウガルはそれを火炎弾で相殺すると、シェンフゥを追ってか、リサから離れ始めた。

「しばし戦線離脱じゃ、ご主人！」

　シェンフゥの声が遠ざかり、ウガルの気配も遠ざかっていく。

　荒く息を吐きながら、ようやく立ち上がったリサは、目を閉じて呼吸を整えることに集中した。

　身体の痛みは想像よりも悪くなく、少しずつ引いている。

「これも『食事』のおかげなのかしらね……」

　精神を統一し、全身の状態を確認する。

　離れているにもかかわらず、自分の中に確かなシェンフゥの気配を感じ、リサは苦笑を浮かべた。

　シェンフゥの『食事』がなければ、今こうして立ち上がることさえ出来なかっただろう。

「全部お見通しだったってこと……まさかね？」

　呟き、魔導散弾砲に手持ちの弾を全て装填する。

　いよいよ沈みかけた紅い陽に照らされた長刀は幸いにも刃こぼれひとつなかった。

「さあ、戦闘再開ね」

　長刀の柄を握る手に力を込め、深く息を吸い込む。

「シェンフゥ、こっちよ！」

　声の限り叫ぶと、シェンフゥの快活な笑い声と共に、頭上からウガルの咆吼が振った。

「攻守交代じゃの、ご主人！」

「任せなさい！」

　シェンフゥと入れ替わりに魔導散弾砲をウガルに浴びせ、地下水路へと押し戻す。

「調子ニ乗ルナ、人間ゴトキガ」

　鉛の散弾を
鬣
 たてがみ

 で払い落としたウガルは猛々しく吠え、唾のように火炎を散らす。

「そっちこそ、観念するのね」

　崩れた地下水路の瓦礫に身を隠しながら素早くウガルとの距離を詰め、瓦礫の山を使って跳躍する。

「何！？」

　虚を突かれたウガルはリサの長刀に胴を薙がれ、蹌踉めいて水路に片足を突っ込んだ。

「まだまだぁっ！」

　汚水を巻き上げ、振り回される前肢の攻撃を躱しながら、リサは自分の身長の五倍はあろうかというウガルに攻撃を重ねていく。

　ウガルの巨体に対し、リサの長刀は致命傷にはほど遠い攻撃力ではあったが、シェンフゥの挑発と素早く動き回るリサを追ううちに体力を消耗しているのか、ウガルの動きが僅かに鈍り始めた。

「どうしたの？　攻撃の手が止まってるわよ」

　瓦礫に背を預け、肩で息を吐きながら挑発する。

「死ニ急ギタイカ！」

　挑発に乗ったウガルが瓦礫を薙ぎ払うその隙に、別の瓦礫へと移ったリサは長刀をウガルの軸足となっていた後肢に突き立てた。

「小癪ナ！」

　尾で退けられ、地下水路に落ちたリサが汚水に塗れる。

　汚泥を浴びたリサは思わず顔を顰めて水路から飛び退いた。

「掃きだめに鶴というやつじゃのぅ。腐っても鯛、じゃったか？」

　壁面のどこかからシェンフゥの声が響き、それと同時に冷たい水が降り注ぐ。

「どっちでもいいわ」

　滝のように落ちる水を浴びながら裏側に回り、シェンフゥの姿を探す。

　生活水と思しき水路を破壊したシェンフゥは、得意気に唇の端を持ち上げ、リサを抱きしめた。

「怪我はないかの？」

「かすり傷よ」

　シェンフゥの腕から逃れながら、魔導散弾砲をその場に投げ捨てる。

　長刀を両手で掴んだリサの腕にシェンフゥが舌先を這わせた。

「そのようじゃ。『食事』の効果が出ておるわい」

「ええ……」

　これだけの間戦い続けていられるのも、傷の治癒が早いのも、もはやそれ以外に説明が出来ない。

　リサの視線を受けたシェンフゥは目を細めて頷き、それからウガルの咆吼に目を見開いた。

「コレデ終ワリダ！」

　流れ落ちる水越しでもはっきりと解る巨大な火炎弾が迫る。

「こっちじゃ！」

　寸でのところで火炎弾を躱す。

　それと同時に激しく沸騰するような音を立て、先程まで溢れていたはずの水がほとんど消失してしまった。

「奴もなりふり構っていられぬようじゃのぅ」

　続いて放たれる火炎弾を狐火で防ぎながら、シェンフゥがぴんと尾を立てる。

　歯を食いしばるシェンフゥからは、普段の余裕は微塵も感じられない。

　妖術に全神経を集中させている様子が傍にいて痛いほどわかった。

「……シェンフゥ、最大火力までどれだけかかる？」

「どうするつもりじゃ、ご主人？」

「私があいつを引きつける。だから止めを頼んだわよ！」

　シェンフゥの答えを聞く前に、狐火の防御盾からリサが飛び出す。

　素早く反応したウガルが咆吼と共に火炎を吐いたが、リサはそれを高く跳躍して
躱
 かわ

 し、壁を走り、ウガルとの距離を一気に詰めた。

「ハッ！」

　ウガルの目を狙い真一文字に長刀を薙ぐ。

　前肢がリサを追い払うべく振り下ろされたが、リサが再び跳躍して追撃を喰らわせる方が早かった。

（行ける……！）

　昨晩シェンフゥと気を交わらせたことで、実力以上の力がみなぎっている。

　身体は羽が生えたかのように軽く、刀を浴びせる腕には確かな手応えがあった。

（でも——）

　だが、リサが何太刀浴びせたところで、魔獣ウガルの攻撃は衰えない。

　それどころか怒りに狂うウガルは凶暴さを増していた。

「リサ！」

　研ぎ澄まされた鋭い爪を躱した着地点に、咆吼と共に火の玉が襲い来る。

「っ！！」

　咄嗟に狐火を浴びせて軌道を狂わせながら、リサは通路を転げるように逃げた。

「あっ——」

　その逃げ場を読んでいたかのように、ウガルの尾がしなり、リサの身体を鞭打つ。

　長刀に狐火を纏わせて尾と後肢を薙ぐと、ウガルが怒りの咆吼を上げた。

「はっ、少しは効いてるみたいね」

　肩で息を吐き、起き上がりながら長刀を構え直す。

　背後に回ったリサを追うように、ウガルが頭部を振り向かせた。

「まだ溶けないでよね」

　狐火を纏わせた長刀の柄を握りしめ、ウガルの前肢を躱して胴の下へと滑り込む。

「これで、どうだぁあああっ！」

　下から長刀を突き上げるように渾身の一太刀をウガルに浴びせる。

　自分の身体から出したものとは思えぬほどの怪力がその一太刀に宿り、ウガルの顎から下が激しく
血飛沫
 ちしぶ

 いた。

「シェンフゥ、お願い！」

「おうよ！」

　咆吼を上げ苦しむウガルから飛び退き、ウガルの後方に立つシェンフゥを呼ぶ。

「わしの愛が真っ赤に燃える！ 魔族を燃やせと轟き叫ぶ！」

　シェンフゥの声が地下水路に響き渡り、同時にその手のひらで狐火が激しく燃え上がる。

「ばぁぁぁくねつ！ シェンフウゥゥッ、フィンガァァァーーーーッ！！」
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　ウガルの身体を覆い尽くすほどの巨大な狐火が放たれ、瞬く間にウガルを包み込む。

　禍々しい咆吼を上げたウガルは炎から逃れようと水路に転がり込んだが、炎の勢いは止まず、その咆吼さえも飲み込んだ。

　魔族としてのかたちを保てなくなったウガルの巨体がリサの目の前で崩れ、シェンフゥの姿が露わになる。

「シェンフゥ！」

　リサが駆け寄り、思わず抱きつくと、シェンフゥはその肩を抱きながら崩れゆくウガルの身体を指差し、静かに口を開いた。

「お前はもう既に——死んでいる」

　その台詞と同時に、あれほど巨体だったウガルの身体は乾いた土塊のように崩れた。

「……は？」

「どうじゃ？　惚れ直したかの？」

　顔を上げたリサに、シェンフゥがキメ顔を向ける。

「真面目にやりなさい！」

　無性に腹が立って、刀身が溶けてなくなった長刀の柄でシェンフゥを軽く殴る。

「うぎゃっ。なんじゃあ、倒せたのだからよいではないかぁ！」

　大仰に痛がって見せたシェンフゥは、恨めしくリサを上目で見つめた。
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「——で、こいつがヘイゼルニグラートの聖騎士団とナクラバルの街の人たちを消し去った犯人というわけね」

「ああ、そういうことになるな」

　ウガルだったものの残骸を狐火で照らしながら、シェンフゥが頷く。

　天井の抜けた地下水路の淀んだ水は、夕闇の紅と狐火の紫色を反射して妖しく揺らめいている。

　その流れの上に、ウガルに食われた人ものと思しき未消化の衣服の切れ端が浮かんでいた。

「……間に合わなかった……」

　前掛けのような白い布地が流れて行くのを一瞥し、リサは沈痛な面持ちで目を閉じる。

　地下水路に巣喰っていた魔族が二人によって殲滅されたことにより、耳に痛いほどの沈黙が夜の帳と共に降り始めていた。

「おぬしのせいではない。油断しておると、魔族に足をすくわれるぞ」

「言われなくてもわかっているわ。狐火、ちょっと貸してくれる？」

「もちろんじゃ」

　シェンフゥがリサに向けてふっと息を吹きかける。その吐息は尾に小さな火を点した狐と化し、ちょこんとリサの肩に乗った。

「ありがとう」

　狐火を借りたリサが、瓦礫の山の向こうへと跳躍する。

　ほどなくして魔導散弾砲を抱えてシェンフゥの元へと戻ったリサは、フレームからシリンダーを横に振り出し、残り少ない魔法弾を全て装填した。

「氷晶弾と雷光弾……。長刀はもう使えないし、心許ないわね」

　役目を終えた狐火が、リサの腕を伝ってシェンフゥへと飛び移る。

　シェンフゥの身体に触れた瞬間、小さかった狐火は紫の炎を纏い、明るくリサを照らし出した。

「ここはわしの出番じゃの。じゃん！　新しい武器〜！」

　どや顔のシェンフゥが、どこから出したのか真新しい長刀をリサの目の前に示す。

「えっ！？　どうしたの、それ？」

　驚きを隠せずにリサが問うと、シェンフゥは腹の辺りにポケットの形を描きながら口を開いた。

「愛しいご主人のためなら、なんとやらじゃ」

「はいはい。つまり妖術で刃物を作れるってことね？」

「身も蓋もないことを言うなぁ〜」

　またはじまった、とばかりにあしらうリサに、シェンフゥが抗議する。

「任務中だってことを忘れないで。さすがに付き合いきれないわよ」

　いつでも変わらないシェンフゥの言葉が緊張を解くこともあるが、今は敢えて黙っておく。

　シェンフゥは、もどかしそうに低く唸っていたがすぐに諦めたようで、リサの傍によって鼻を鳴らした。

「鼻、効くの？」

　嗅覚を閉じているわけではないが、地下水路の汚臭と魔族の腐臭を避けるためになんらかの術をかけたあったはずだ。

「おぬしよりは、多少、の」

　リサの問いかけにシェンフゥは鼻を摘まんで頷き、顔を歪めて前を見据えた。

　狐火が飛び、ウガルの巣一帯が昼間のように照らし出される。

「……なに、これ……」

　照らされたのはほんの一瞬だったが、それでも夥しい量の血がさらに奥へと続いているのがリサの目にもはっきりと映った。

「ウガルから逃れている時に見つけたんじゃ。市街とは真逆の方角じゃの。知能のあるウガルといえども、人間を食す以外の目的を持つとは考え辛い——」

「つまり、まだ裏があるってこと？」

「そういうことじゃ。まあ、わしにはまるっとお見通しなんじゃがのぅ」

　虚空を指差すという、意味ありげな仕草を披露しているシェンフゥの横を早足で通り過ぎる。

「じゃあ、早速行きましょ。時間が惜しいわ」

　シェンフゥの推理を聞くまでもなく、リサは血の跡を辿って地下水路を奥へ奥へと進んでいった。









「ふぅん。ここで地上に出るってわけ……」

　かつての排水施設の名残か、斜面状の排水路を上った先には、深い窪地が広がっていた。

「街外れにあるという古城のようじゃな」

　リサに僅かに遅れて地上へと這い上がったシェンフゥは、月明かりに照らされた古城を見上げて大きく伸びをした。

「はぁ、これで新鮮な空気が吸えるわい」

　確かに空気は良くなり、微かに枯れ草のような匂いを感じる。

　シェンフゥに施された術は解けつつあるようだ。

「……悠長なことを言ってられるのも、今のうちよ？」

　いざという時には役に立つのだが、普段のシェンフゥにはどうも危機感が足りない。

　古城へと続く石畳に血の跡が続いていることから、何者かが古城へと血か遺体のいずれかを運ぼうとしたことは明らかだった。

「どうする？　機関に応援を頼むかの？」

「……静かに。誰か来るわ」

　石畳の上を、小型の蒸気車両が近づいてくる。

　窪地に身を伏せ、通過する車両を注意深く観察していたリサとシェンフゥは、車両の動力音が遠ざかるのを待ってゆっくりと身を起こした。

「あの蒸気車両、怪しいわね……」

「異変に気づいて、様子でも見に来たかのぅ」

「だとしたら、応援を頼んでる場合じゃないわ」

　窪地を抜け出したリサが、石畳の上を疾走する。

「ご主人、どうするつもりじゃ！？」

「決まってるじゃない、私たちだけで始末するのよ」

「……まったく、魔族のこととなると油断ならぬのぅ、我がご主人は……」

　苦く呟いて後ろ頭を掻いたシェンフゥもすぐに、リサの後を追って駆け出した。
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　蒸気車両は扉を開け放ったまま、古城の門の前に乗り捨てられていた。

「相当焦っておるようじゃの」

「向こうも余裕がないみたいね」

　小声で確かめ合いながら、古城のエントランスホールに入る。

　古城のエントランスホールは生活の匂いがなく、酷く
黴
 かび

 臭かったが、それ以上に鉄錆びのような生臭さが鼻を突いた。

　ホールを数歩進むと、罅割れた大理石の床に足音が響き渡る。

　侵入者を察したのか、ホールの壁に設けられた燭台とホール中央のシャンデリアに一斉に火が灯され、おぞましい儀式の全貌が露わになった。

「……うっ……」

　リサが口許を押さえて数歩下がる。

　ホールの白い大理石の床には、巨大な転移門の魔法陣が禍々しく描かれていた。

「人の——血……」

　魔法陣を構成する赤褐色の液体は、濃い血の匂いを漂わせている。

　匂いの正体に気づいたリサは、口許を抑えて
呻
 うめ

 いた。

「ふーむ、拉致された人間はこいつを作るための犠牲になったという訳か……。見たところ魔法陣はもうほとんど完成しておるようじゃな」

　一方のシェンフゥは、冷静に魔法陣を観察しながら、低く呟いている。

「ウガルはその手助けをして、おこぼれに預かったというわけじゃ」

「じゃあ、あの蒸気車両でここに乗り付けたのが本当の黒幕ってこと……。……それにしても——」

　浅く呼吸し、冷静さを保つよう努めながらリサが険しく顔を歪める。

「どうしたのじゃ、ご主人」

「魔法陣にある、この紋様……以前に見たことがあるのよ。ナクラバルでの初任務の時に——」

「あぁ、となれば、この転移門が繋がる先は決まったも同然じゃの」

　魔法陣に近づきながら、シェンフゥがぴんと耳をそばだてる。

　まるで警戒していないようでいて、しっかりと警戒を怠らないのは、そうしてリサに危険を知らせているのかもしれない。

「……ええ。誰かが、魔界とこの街を繋げようとしてる。でも、一体誰が——」

「恐らく、あの領主じゃろうな」

　リサの疑問符を引き継ぐように、シェンフゥが付け加える。

　核心に触れるようなシェンフゥの応えに、リサは驚きの声を上げた。

「えっ？　やっぱり
ザルク
 あいつ

 が魔族なの？」

「いや、魔族かどうかはまだわからぬ。だが、領主館のあの甘ったるい匂いの香と、同じ匂いが流れて来ておるぞ。ご主人にはわからぬか？」

　嫌悪するような濃い血の匂いが充満するエントランスホールには、異様な空気が漂っている。

　あの領主館の至るところで焚きしめられた香の匂いは、リサには感じ取ることができなかった。

「蒸気車両に乗っているのがザルクの可能性が高いってこと……。私にはわからないけど、シェンフゥの鼻が嗅ぎ取ってるなら確かね」

　匂いを感じ取ることを諦め、警戒心を滲ませながら周囲を注意深く観察する。

「これで違和感の正体がわかったわ。ナクラバルの行方不明者を捜索されたら、困るのが領主だってことも……。けど、人間が魔界とこの街を繋げるなんて——」

「魔族という確証もないが、人間であるという保証もないぞ。人間の皮を被って成り代わる魔族もおるからのぅ」

「……そうね」

　シェンフゥがくい、と顎でホール奥の大階段の上を示す。

　リサは腰に装備した魔導散弾砲のグリップを握りしめ、そこに現れた黒い影に、シェンフゥと同時に狙いを定めた。

「いずれにしても、これで
魔族
 あいつら

 の計画の全貌が見えてきたわ。殲滅以外の選択肢はないわね」

「そうじゃな。この魔法陣を発動させて、魔界で待機している奴らごとフルボッコじゃぞ、ご主人。そこに本物の黒幕もおるじゃろうからなっ！」

　魔導散弾砲の雷光弾とシェンフゥが放った
雷狐
 らいこ

 が同時に放たれる。

　狐の形をした雷——雷狐の疾走は雷光弾の軌道と重なり、影に向かって突進した。

「ハッ！　とんだ挨拶ですねぇ」

　高圧的な笑いと共に紅い矢が飛ぶ。雷撃を相殺した矢は、血のように散った。

　姿を現したザルクが、二人の声に反応して高らかに笑っている。笑い声と共に飛ばされた二本の血の矢は二人の足元に突き刺さり、どろどろと血だまりを広げた。

「あんたの正体が魔族だっていうのは、もうバレてるわよ。さっさと姿を現しなさい！」

「ほう……そんなにも死に急ぎたいというわけですか。良いでしょう——」

　影が蠢き、ザルクの姿が人から魔族たる本来の姿へと変貌を始める。

「魔族だとわかった今、生かしておくわけにはいかなくなったわ」

　吠えるように叫んだリサは氷晶弾を放ち、無数の氷の矢でザルクの身体を貫いた。

「貴様、領主にそのような狼藉、許されんぞ！」

「くたばりなさい！」

　氷晶弾を全て撃ち尽くし、シリンダーを回して雷光弾を容赦なく撃ち込む。

「そういうことじゃ。観念せい！」

　シェンフゥの雷狐が咆吼と共に電撃を[image: u+8ff8]
 らせる。

　鋭い
牙爪
 そうが

 で貫かれたザルクは、蹌踉めきながら大階段を転げ落ちた。

「水があると、雷撃が良く効くわね」

「これで倒される私ではないぞ？」

　ザルクが両の手から血の剣を生み出してリサと対峙する。

「そんな構えで私が倒せるとでも？」

　一閃。冷ややかな声を浴びせ、リサが長刀でザルクの片腕ごと血の剣を払った。

「人間の血を、こんなことに使うなぁ！」

「私に指図するな！！」

　リサの怒りと素早く後退しながら放つザルクの血の矢が激突する。

　リサは血の矢をものともせずザルクとの距離を一瞬で詰め、その大腿部を長刀で薙いだ。

「あ……あ……」

　骨と腱を断たれたザルクが立ち上がることもままならずに階段を滑り落ちる。

　白い大理石の階段には、ザルクが武器として使った犠牲者の血と、ザルク本人の体液が夥しく広がっていく。

「……はあっ、はあっ……。こんな、こんなところで……ああああっ！」

「最期に言うことはないかのぅ？」

　這うようにしてホールの魔法陣に辿り着いたザルクの胴を踏みつけ、シェンフゥが問いかける。

　ザルクは荒く呼吸を繰り返すと、呪うような咆吼と共に両の手を掲げ、勢いよく魔法陣の上に叩きつけた。

「貴様らも、道連れにしてやる！」

　ザルクによって起動した魔法陣が妖しく光を放ち、ホールに埋め込まれていた装置が発動を始める。

「おっと！」

　シェンフゥが飛び退いて離れるのと同時に、地鳴りと共に足元が揺らぎ、基礎を失った古城はゆっくりと崩壊を始めた。

「馬鹿ね。魔族専門の殺し屋を、道連れに出来るとでも思ってるの？」

　崩れゆく古城の床に佇み、リサが冷たい声を浴びせる。

「なん……だと……？」

　ザルクが顔を上げたその刹那。

「地獄へは一人で行って頂戴」

　リサの長刀が容赦なく振り下ろされ、ザルクの首を刎ねた。





「ご主人、崩れるぞ！」

「今行く！」

　魔法陣が禍々しく紅い光を放ちながら浮上を始める。

　その光に飲み込まれるように古城は崩壊を進め、シャンデリアが次々と割れたかと思うと、天井が崩れ落ちた。

「あれが転移門ってわけね」

　全速力で古城から遠ざかりながら、黒く濁った空を見上げる。

　古城の上空には血の色で描かれた魔法陣がべったりと貼り付いており、その中心を裂くように転移門が出現した。

　開かれた転移門から、血の匂いを纏った泥がびちゃびちゃと醜い音を立てて降り注ぎ、腐臭が辺りに立ち込める。

　転移門から滴り落ちる血とも泥ともつかないものには、人骨や未消化の腕や脚などが入り混じり、濃い血の臭いを放っている。

　それらが折り重なるように積み重なり、人骨や腐った血肉が広がっていく。

　汚泥に塗れた血肉はさながら
腹足鋼
 ふくそくこう

 のようにうねりながら動き始めた。

「……あれは……」

　人骨や腐肉を糧に流動しながらおぞましく形を成していくものを、顔を歪めて見つめながらリサが呟く。

「ゴーレムのようじゃのぅ……」

　鼻を摘まみながら苦笑を浮かべ、シェンフゥが応える。

「二十メートルはあるかしら……」

　生物兵器の一種であるゴーレムが、転移門から生み出される。

「デビルプランテーションか……、魔族をガンガン輸送するつもりかのぅ？」

　デビルプランテーションの特徴である硬い甲皮が出現するに至り、シェンフゥが錫杖を鳴らしてリサを振り返る。

「魔族製造所のお出ましね。地下水路にレッサーデーモンを放ったのもコイツだとしたら、コイツを倒せば命令している魔族をおびき出せる」

「そういうことになるのぅ」

　転移門から降り注ぐ血肉が止み、頭蓋骨に似た形の甲皮が骨や腐肉の汚泥の中から幾つも浮き上がる。

　デビルプランテーションが、呼吸をするように膨らんでは縮むたびに、甲皮の禍々しい邪紋が明滅した。

　垂れ流された血肉と泥が
蠢
 うごめ

 き、根を張るように地面を侵食している。

　辺りの腐臭が一層濃くなったかと思うと、血肉を糧に、次々とレッサーデーモンが生み出され始めた。

「雑魚はともかく、本体を叩くわ。華凛を呼ぶわよ！」

　両の手を広げて念じ、リサが魔力をエーテルに変換し始める。

「そう来ると思っておったぞ、ご主人！　並大抵の攻撃ではまるで歯が立たんからの！」

　リサの正面に回ったシェンフゥが、放たれたエーテルを全身に受ける。

　続いてその場に膝をついたシェンフゥは、自らも手のひらを地面に押し当ててエーテルの放出を始め、大きく口を開いた。

「我、
祓魔
 ふつま

 の一族が末裔 
仙狐
 シェンフゥ

 が告げる。 汝の身は我が下に、我が運命はその右手に」

　シェンフゥの召喚詠唱が
殷々
 いんいん

 と響き渡り、地面が細かく震動を始める。

　エーテルに引き上げられるように、狐火に似た光が五芒星を描き、二人の周囲に巨大な魔法陣が浮かび上がった。

「
花園
 かえん

 の守り手よ、我が呼び声に応えよ。汝の名は、
華凛
 かりん

 ！ 」

　召喚詠唱によって発動した次元門の妖術は稲妻のように虚空を切り開いた。





　————！！

　ガラスが割れるような音が辺りに響き渡り、夜闇に覆われていたはずの空間が激しく罅割れる。

　割れた鏡のように空を映した空間の破片がバラバラと崩れ落ち、眩い光が覗いたかと思うと、精霊機・
華凛
 かりん

 の頭部が露わになった。

　桃色の髪のような装甲で守られた頭部に漆黒のリボンを装備した華凛が、薄水色の目をリサとシェンフゥへ向ける。

「来たわね！」

　両手を広げたまま振り向いたリサが華凛を見上げて叫ぶと、華凛はその声に反応するように、オレンジの装甲を纏った腕で空間を広げ、リサたちのそばに降り立った。

　腕と同じくオレンジの装甲で守られた胸部の上に設けられた
共鳴魔導炉
 きょうめいまどうろ

 が、赤く点滅を始める。

「共鳴魔導炉の起動じゃ！　頼んだぞ、ご主人」

「ええ！」

　目を閉じたリサが念じ、それに華凛が共鳴する。

　華凛の胴に設けられた扉が左右にスライドして開き、リサは高く跳躍して機体に乗り込んだ。

　華凛に乗り込んだリサが、全方位を映像盤で囲まれたガラス張りの空間——人機一体型　
操縦槽
 そうじゅうそう

 に到達する。

「シェンフゥ、行くわよ！」

　
操縦槽
 そうじゅうそう

 に浮かぶ入力媒体である二つの水晶玉に手を添え、共鳴魔導炉を起動する。

「おうよ！」

　華凛と向きあったシェンフゥが、共鳴魔導炉に向けて同時にエーテルを送る。

　内外から送られる二人のエーテルと呼応するように共鳴魔導炉の赤の点滅は次第に速さを増し、やがて完全に点灯した。

「いっけぇえええっ！」

　リサの後に続くようにシェンフゥは機体の背中に飛び乗り、華凛の背に手のひらをつき、機体へエーテルを注ぎ込んだ。

「共鳴魔導炉、起動！」

　リサの合図で共鳴魔導炉の光は赤から緑へと色を変え、炎のように燃え始める。

「うおぉおおお、力が
漲
 みなぎ

 って来たぁーーー！」

　華凛の共鳴魔導炉の起動により、リサのエーテルが増幅される。

　増幅されたエーテルはエーテルを送り続けていたシェンフゥにも影響を及ぼし、妖力を著しく回復させていく。





「最終合体、承認！！」

　シェンフゥの叫びと同時に、その場の地面が重く沈み、激しく土煙を上げる。

　土煙を払いのけたのは、シェンフゥの巨大化した尾だった。

　華凛と並ぶほどに巨大化したシェンフゥは虚空に拳を突き上げる。

　妖術によって引き寄せられた鎧が具現化し、シェンフゥの全身を覆った。

「ガオ・シェンフゥー！　ただいま到着！」

　鎧を纏い戦闘形態の
天狐
 てんこ

 の姿と化したシェンフゥが、親指と人差し指、中指の三本を額に当てた謎のポーズを取る。

「えっ、急になんなの！？　大体、その鎧、そんな名前じゃなかったでしょ！？」

　華凛の
操縦槽
 そうじゅうそう

 の映像盤を通じてシェンフゥの巨大化を見守っていたリサは、思わず叫んだ。

「かっかっか、格好いいじゃろう。さっき考えた！」

　宙に浮きながらシェンフゥが胸を張って笑っている。

「さっきって……って、いうか、そもそもその口上はなんなのよ……」

　独り言のつもりが、拡声器から漏れたらしい、シェンフゥがにやりと笑って振り向いた。

「ふふふ、男の浪漫というやつじゃよ」

「またよくわからない例えを……」

　デビルプランテーションからは続々とレッサーデーモンが生み出されている。

　危機的状況にも拘わらず陽気に笑うシェンフゥに、リサは深く溜息を吐いた。
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第七話　執行者の戦い





「レッツパーリーじゃ！　狐火たち、いちばん熱量の高いレッサーデーモンを狙え！」

　天狐の姿となって絶好調のシェンフゥが、狐火を飛ばしてレッサーデーモンの群れを焼き払う。

　シェンフゥの巨大化に伴って狐火も巨大な紫の火の玉と化し、デビルプランテーションごとレッサーデーモンの群れを薙ぎ払った。

「熱量の高いって……。全部焼き払ってるじゃない」

　映像盤を拡大してデビルプランテーションへのダメージを確認しながら呟く。

　生み出されたレッサーデーモンは土塊に戻ったが、デビルプランテーションから溢れる汚泥は止まらずに流れ続けている。

「デビルプランテーションを倒さぬ限り、この戦いは続くがの」

　どろどろと地面を汚し、浸食していく汚泥はそのままレッサーデーモンへと姿を変え、胴についた巨大な目がぎょろぎょろと華凛とシェンフゥの姿を探すように動いている。

「わかってるなら、さっさと本体を叩くわよ！」

「いや、わし一人で充分じゃ」

「なんで——」

　言いかけたリサは、シェンフゥが示した転移門を見て口を噤む。

「おぬしには黒幕を叩いてもらわんとならぬからのぅ」

　シェンフゥが示した先、閉じかけた転移門からは装甲を纏った巨大な魔族の姿が現れていた。

　甲虫類のような甲殻様の装甲で覆われた人型の魔族は、
蟷螂
 カマキリ

 に似た頭部を地上に向けて巡らせている。その手には禍々しい意匠の大鎌が握られ、背中にある竜のような翼がゆったりと開かれていくのが見えた。
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「ザルク、どうなっている！？　何故、転移門の起動を早めた！」

　拡声器を通じて低い声が辺りに響き渡る。

　問いかけながら慎重に降下を始める魔族の背の翼が機械仕掛けの翅音を立てて駆動している。

「ほう……あの翼、ゲヘナ・コンバーターがついているということは、
邪甲兵
 じゃこうへい

 か」

　邪甲兵とは魔族たちが用いる巨大生物兵器のことだ。その肉体や装甲は魔界に棲息する巨大な魔獣の甲殻や筋肉組織を利用して構築されており、背部あるゲヘナ・コンバーターと呼ばれる翼のような飛翔機関を搭載し空を自在に飛び回る。
骸核
 がいかく

 とよばれる操縦席に操縦者である魔族が乗り込み、機体と神経接続されることで生物兵器は活動を可能にする。全長八メートルに及ぶ巨体から繰り出される攻撃は、都市を囲む城壁さえいとも容易く破壊する恐るべき破壊力を持つ。

「……それも結構、格が高そうなヤツね。これなら機関からのボーナスも期待できるんじゃないかしら？」





　宙に留まった邪甲兵が、リサの華凛とシェンフゥの姿を見留める。

　しかし、ザルクの捜索を諦めた様子はなく、苛立ったように大鎌を振り回すと、崩れて廃墟と化した古城の周りを浮遊し始めた。

「よし、ご主人。あのデカブツはわしに任せよ」

「私はあいつの相手ね。臨むところよ」

　水晶玉に手のひらを添え、華凛を疾走させる。

　射程範囲ぎりぎりにまで迫った華凛を無視出来なくなった邪甲兵は、苛立ちを露わにして華凛へと向き直った。

「貴様、何者だ！？」

「
聖拝機関
 せいはいきかん

 所属、執行者リサ・エーデルワイス。魔族専門の殺し屋よ。お探しのザルクなら、その辺りに埋まってるんじゃないかしら？」

　瓦礫の山を示し、華凛を僅かに後退させる。

　いつでも攻撃を始められるよう、魔導散弾砲に機体の手を添えた。

「聖拝機関だと！？ 　ザルクめ、尻尾を掴まれおったな……」

　古城の瓦礫の上に降りた邪甲兵が、忌まわしく脚を踏み鳴らす。

「そういうこと。あんたたちが、なにを企んでるかは知らないけど、それもここまでね」

「ハッ、相手がなんであろうとも、邪魔はさせん。貴様にはここで死んでもらうぞ」

　一閃。

「！！」

　油断はしていない。

　攻撃も想定していたはずだった。

　だが、邪甲兵が具現させた炎の槍は、華凛を直撃し、轟音と共に爆発が巻き起こった。









　赤黒く血の匂いを放つ泥で濡れた地面の上に、巨大な目玉がごろごろと転がる。

「地下水路から汚泥を巻き上げ、生け贄をたっぷりと喰らったか……キリがないのぅ」

　怒りを隠せない様子のシェンフゥが、双剣——
流紅蓮剣
 るくれんけん

 を妖術で生成しながら眼前のデビルプランテーションを見据えて呟く。

　レッサーデーモンの群れをどうにか突破して近づいたものの、本丸であるデビルプランテーションは新たなレッサーデーモンの製造を続けている。

　地面に深々と突き立てられた人骨のパイプが、何かを吸い上げるようにぎこちなく動いている。

　継ぎ目から漏れる汚泥は、デビルプランテーションの身体をさらに膨らませ、泥の中に血のような色の邪紋を浮かび上がらせて広がっていく。

「無限回復の永久機関のようじゃのぅ。わしにも裏技を教えてはくれんか？」

　からかい半分に声を張り上げてみる。

　返ってくるのはおよそ知能の欠片もないレッサーデーモンの笑い声だけで、デビルプランテーションはただ黙々とレッサーデーモンの製造という役割を全うし続けている。

「本体を叩くしかないのぅ」

　ふっと息を吐き、呼吸を整えてデビルプランテーションとの距離をじりじりと詰める。

　製造途中のレッサーデーモンの巨大な目玉が標的を捉えようと動くのにも構わず、シェンフゥはデビルプランテーションの間合いに入った。

「この距離ならば、どうじゃ……？」

　双剣を構え、デビルプランテーションの装甲の隙間を狙って斬り付ける。

「！！」

　が、腐敗した屍体の骨肉と汚泥の下の装甲がいとも簡単にシェンフゥの双剣の片方をへし折った。

「やはり、普通の攻撃は効かぬか……」

　妖力を残る一本の剣に注ぎ、狐火を纏わせる。

　紫の炎に包まれた剣を、突きの姿勢で低く構えたシェンフゥは吠えるように叫んだ。

「狐突、零距離！」

　構えた剣の先をデビルプランテーションに向けて勢い良く突き刺す。

　至近距離からの最大火力で放たれたシェンフゥの攻撃は、デビルプランテーションの装甲に触れた瞬間に砕けた。

「さすがデビルプランテーションじゃ、なんともないぜ！？」

　剣は、先が折れたのみならず、攻守の力を同時に受けてほとんど折れそうに曲がっている。

「流石に使い物にならんか」

　独り呟いたシェンフゥを嘲るように、手足を備えたレッサーデーモンが、ケタケタと甲高く鳴き始める。

「だが、調子に乗るでないぞ？　わしはあと二回変身を残しておるからの……」

　呟きながら素早く跳躍して後退し、デビルプランテーションとレッサーデーモンとの距離を取る。

　大量に生み出されたレッサーデーモンは、汚泥の中から手足を引き抜き、今にも飛びかかりそうに身体をしならせ始めた。

「仕方ない。ならば最終手段じゃ！」

　折れ曲がった剣をその場に突き立てたシェンフゥが、空に向けて高く両手を掲げる。





「空よ、大地よ、そして地上に生きる全てのものよ——」

　シェンフゥの指先にひとつ、またひとつと狐火が点り始める。

　それはゆっくりと浮上を始め、巨大な円を描き始めた。

「このわしに、ほんのちょっとずつでいい……エーテルを——分けてくれぇ！！！」

　狐火が描いた円が激しく燃えさかり、極大の狐火の塊へと化す。

　紫の炎を纏い、荒々しく炎を踊らせる狐火を掲げたシェンフゥは、デビルプランテーションに狙いを定めて腕を振り下ろした。

「これがわしの究極奥義！　シェンフゥ玉じゃああーーーー！！」

　極大の狐火の球は、飛びかかるレッサーデーモンをものともせずに弾き飛ばし、デビルプランテーションの強固な装甲もろとも呑み込んで爆発する。

「はっ、火傷に注意じゃのぅ！」

　苦笑しながら上空に浮かび上がり、爆風を逃れたシェンフゥだったが、その身体は意思とは関係なく降下を始めた。

「おろ〜……」

　背後に浮かぶ狐火の勢いが見る間に失速していく。

　降下の速度に着地のバランスを崩したシェンフゥは、両手と片膝をついてどうにか踏んばり、肩で息を吐いた。

「い、いかん……妖力を使い過ぎた……。全盛期のように、というわけにはいかんか……」

　荒く息を吐きながら膝に腕を置いて身体を支えながら、シェンフゥの目は華凛の姿を探している。

「『食事』を、もっと摂っておけばよかったかのぅ……」

　が、それを見つけようにも思うように身体を動かすことも出来ず、シェンフゥはその場に大の字に倒れた。

「後は頼んだぞ、ご主人……」









　　　＊
 　＊
 　＊






「
聖拝機関
 せいはいきかん

 所属の執行者と言ったか……。このクザンとバルタザールの敵ではないな」

　嘲るように笑い、邪甲兵バルタザールが浮上を始める。

　立ち昇る爆煙を大鎌で薙ぎ払いながら標的の気配を確かめたクザンは、閉じかけた転移門を目指した。

「あら、向こうに逃げ帰るつもり？　そうはさせないわよ」

「なにっ！？」

　煙幕の向こうからリサの声が響き、振り向いたバルタザールの機体を
華凛
 かりん

 の魔導散弾砲が掠める。

「ハッ、死に損ないが！」

　バルタザールが無数の炎の槍を生み出し、華凛に向けて発射する。
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 る炎が火花を散らして炸裂し、爆風が吹き抜けた。

「何度来ようとも同じだ」

　背を向け、転移門へと飛翔したクザンだったが、思い直したように羽ばたきを止めて古城の瓦礫の上に立ち、爆煙が晴れるのを待った。

「……ほう。なかなかしぶといな」

「今度こそ背中を狙おうと思ったのに、残念だわ」

　一際強い風が吹き、黒煙を散らす。

　煙の中から現れた華凛は、ローブを解き、バルタザールに狙いを定めていた魔導散弾砲をゆっくりと下ろした。

「無傷……だと？　一体どういうことだ……？　まさか、
魔導障壁
 まどうしょうへき

 を使ったとでもいうのか！？」

「そのまさかだと言ったら？」

「馬鹿な！　こんな小型の機体に搭載できる障壁など聞いたこともないぞ！」

「だからといって存在しないわけじゃないわ。なんならもう一度試してみる？」

　廃墟と化した古城の上に立つバルタザールを挑むように見つめ、問いかける。

「小手先だけの手品など、すぐに綻びが出るぞ」

「あら残念ね。もう飽きちゃったの？　それじゃあ、次は解体ショーを始めようかしら！」

「貴様の解体ショーか？　このクザンが直々に切り刻んでくれよう」

　大鎌で虚空を斬り、クザンが嘲るように問う。

「そんな攻撃なんて防御にすら値しないわよ？　それとも威嚇のつもりなの？」

「無駄口を！」

　クザンが大鎌を振り回し、炎の槍を具現させる。

　華凛を左右に素早く跳躍させて攻撃を躱したリサは、バルタザールの機体が通れないほど狭く閉じた転移門を一瞥して微笑んだ。

「クザンとか言ったかしら……。そろそろ防御だけじゃなくて、攻撃も見たくなったんじゃない？」

　転移門はもうほとんど閉じている。

　リサの挑発にクザンは声を立てて笑うと、古城の瓦礫の上から飛び立ち、華凛の射程距離に降り立った。

　転移門が閉じ、残っていた魔法陣が虚空に消えていく。

「逃げ場はないわよ。いいの？」

「大した問題ではない。貴様を倒した後、また人間を集めれば良いことだ」

　退路を断たれたクザンが、大鎌を振り回しながら答える。

「それが出来るならね！」

　ローブを投げつけ、間髪入れずにバルタザールの間合いに入った華凛が斬撃を浴びせる。

「ぬるい！」

　翼を羽ばたかせて飛び退き、距離を取ったバルタザールは、大鎌を巧みに操って華凛の長刀を弾き返した。

「……くっ！」

　大鎌の勢いに押された華凛が、古城の城門跡に激突する。

　華凛に走った衝撃は、
操縦槽
 そうじゅうそう

 にも伝わり、激しい揺れが起きたが、リサは水晶玉を強く押さえ、両脚に力を込めて耐えた。

「休んでいる暇はないぞ！」

「あっ！！」

　バルタザールが振り翳した大鎌の周りに無数の漆黒の炎が出現する。炎は見る間に鋭く形を変え、矢のように華凛へと降り注いだ。

「使えるのが槍だけだとでも思ったか！？」

「今度は数で勝負！？」

　後退し、間合いを稼ぎながら長刀で矢を薙ぎ払う。次々と降り注ぐ矢は華凛を追撃し、機体を掠めて火花を散らす。

「しつこいわね！」

　炎の矢の追撃から逃れながらも、長刀と魔導散弾砲を使って確実に撃ち落としていく。

　が、炎の矢に気を取られていたリサはバルタザールが視界から消失していることに気づき、思わず息を呑んだ。

「……バルタザールが——」

「もらったぁああっ！」

「しま……っ！」

　バルタザールの大鎌が華凛の機体を掠める。

「はぁっ！」

「……なにっ！？」

　咄嗟にバルタザールの顔面と大鎌に狐火を飛ばし、クザンが怯んだ隙を突く。

　相手の姿を確認する余裕さえなく、リサは転げるようにバルタザールから離れた。

「瞬時に我が攻撃を回避する手段が取れるとはな……。貴様の大口も侮れぬということか」

「言いたいことはそれだけ？」

　体勢を立て直すと同時に城壁を駆け上がり、バルタザールを見下ろす。

「なんだと……？」

　狐火の直撃を受けたバルタザールの大鎌が、僅かに刃こぼれを起こしている。

　機体の指で大鎌の具合を確かめたクザンは、忌々しげに大鎌の柄を地面に突き刺した。

「自慢の大鎌がそれだと、切れ味も鈍りそうね？　解体ショーはもうおしまい？」

「ハッ、笑わせる！　斬るだけが能の我が武器ではないぞ」

　大鎌を構え直したバルタザールが、柄を頭上で振り回し、旋風を巻き起こす。

　轟々とうねりを上げた旋風は鋭い刃と化し、瞬く間に華凛を取り囲んだ

「どうやらそのようね！」

　華凛を跳躍させ、風の刃から上空へと逃れる。

「解体ショーの次は鬼ごっこかぁ？」

　クザンの嘲笑の声が浴びせられるが、リサは答えない。

「それとも、かくれんぼでも始めるつもりか？」

　城壁を飛び越え、荒れ果てた庭を踏み荒らしながら古城の跡地を進む華凛は、かつての建物と建物の間と思しき僅かな空間に降り立った。

「それで隠れたつもりかぁ！？」

　華凛の存在を暴くように、バルタザールの激しい斬撃が頭上から降り注ぐ。

「あんたを誘い込んだのよ！」

　横転して攻撃を躱し、瓦礫の上へと駆け上がったリサが瓦礫の間に入り込んだバルタザールに長刀を突き立てる。

「甘い！」

　刃が触れる寸前、体勢を戻したバルタザールの大鎌の柄が華凛の胴を薙いだ。

「……っ！」

　後方に倒れることで攻撃から逃れ、素早く身を起こす。

　が、次の攻撃の隙を与えまいとしてか、間髪入れず大鎌の刃が襲いかかった。

「……ぅ、ぐ……」

　大鎌の刃を剣で受け止め、防御の姿勢を取った華凛は、押し負けたようにじりじりと後退を始める。

　瓦礫が音を立てて崩れ、華凛の脚が瓦礫の中にめりこんだことで、古城はさらに崩壊を進める。

「さっきまでの威勢はどうした？」

　至近距離にまでバルタザールを肉迫させたクザンが、己の力を誇示するようにリサの華凛を
嘲
 あざけ

 る。

「そっちこそ、防御がお留守じゃないかしら？」

「な……っ！」

　大鎌を防いだまま、魔導散弾砲に手をかけた華凛が、砲撃を浴びせる。

　至近距離で散弾砲を受けたバルタザールが怯んだ隙に、華凛の長刀が胴を薙いだ。

「はぁあああっ！」

　形勢逆転を維持しながら、リサが攻撃を続ける。

　完全に華凛の間合いに誘い込まれていたバルタザールは激しい斬撃にたまりかねたように上空へと飛び退いた。

「威力に難ありね。あれで致命傷だったら楽なんだけど」

　苦笑しながら魔導散弾砲に装填し、宙に逃れたバルタザールに狙いを定める。

「少しは頭が回るようだな。だが、これはどうだ？」

　バルタザールの機体の周囲に、再び無数の炎の矢が具現し、華凛を狙い撃つ。

「……っ！」

　魔導散弾砲を腰に戻し、リサは華凛を唯一残る城壁の裏へと跳躍させる。

　炎の矢は、つい先ほどまで華凛がいた場所に集中して降り注ぎ、引火した古城がたちまち炎に包まれ始めた。

「どうした、逃げ場はないぞ？」

　華凛を追い込んだクザンが自らの優位を示すように、城壁に炎の矢を叩き込む。

「そのようね！」

　炎に包まれる城壁を蹴り、瓦礫の上を疾走する。

　炎の矢は姿を現した華凛を
弄
 もてあそ

 ぶように次々に撃ち込まれた。

「…………」

　立ち止まればすぐに炎の矢の餌食になる。バルタザールとの一定の距離を保ちながら華凛を疾走させるリサは、映像盤を通じて注意深くバルタザールと炎の矢の動向を探った。

（あ……）

　炎の矢の大きさに、ばらつきが生じている。

　スピードはあるものの、引火に至るどころか瓦礫に激突して弾け散っているのが幾つも見えた。

　その様子からも、最初の頃の攻撃に比べると威力が弱まっている様子が窺える。

「ねえ、クザン！　炎の威力が弱まってるわよ？　調子に乗って連発して大丈夫なのかしら？」

「まずは自分の命を心配することだな。我が力、見せつけてくれるわ！」

　無数の魔法陣を機体の周囲に浮かばせたクザンが、バルタザールの翼を激しく羽ばたかせる。

　翼の羽ばたきに連動するように増幅したゲヘナは、炎の槍と化し、標的である華凛に鋭く燃えさかる炎の穂先を向けた。

「今度こそ終わりだ！」

　クザンが叫び、炎の槍を一斉に放つ。

「それはこっちの台詞よ！」

　魔導散弾砲を構えた華凛が、氷晶弾で迎え撃つ。

「な……、馬鹿なっ！」

　バルタザールの炎の槍は氷晶弾の冷気によって相殺され、失速し、ばらばらと地上に落ちた。

「こういうのはどう？」

　左膝から取り出した板を勢いよくバルタザールへと投げつける。

「効かぬ！」

　クザンがそれを大鎌で弾き返そうとしたその瞬間。

「そう来ると思ったわ」

　魔導散弾砲から発せられた散弾が板を打ち抜き、目が眩むほどの激しい閃光が炸裂した。

「……っ、目があああっ！」

　まともに閃光を喰らったクザンが、悲鳴を上げながらバルタザールを後退させる。

　リサはその隙に長刀を構え、バルタザールとの距離を一気に詰めた。

「貴様、
謀
 はか

 ったなぁああっ！」

　視力を取り戻したクザンが咄嗟に防御の姿勢を取る。

　が、華凛の渾身の一撃の前に機体は吹っ飛び、瓦礫の上に横転した。

「魔族相手には手段を選ばない主義なの」

「させるか！」

　続くリサの斬撃を大鎌を振り回して逃れ、バルタザールが体勢を整える。

　華凛の長刀と大鎌の刃が競り合い、激しく火花を散らせながら互いの力が拮抗する。

「ぐ、ぐぅ……」

　唸り声を上げながら、バルタザールが徐々に華凛を押し返し始める。

「大人しく……やられなさいっていうのよぉ……！」

　リサが渾身の力を込めて水晶玉に両手を叩き付ける。

　リサの思念と連動した華凛は、全エーテルを両腕に集中させた。

「ぐあああっ！」

　負荷に耐えきれなくなった大鎌の刃がついに折れ、弾け飛ぶ。

　怒りの咆吼を上げたバルタザールは折れた大鎌にゲヘナで具現させた刃を纏わせ、滅茶苦茶に振るった。

　飛び退いて間合いを取ったリサが、長刀に狐火を纏わせる。

「死ねぇ！」

　跳躍と共に振りおろされたバルタザールの攻撃を華凛が弾く。

「急場しのぎの刃で私に勝てると思うの？」

　小爆発が起き、バルタザールが生み出した風の刃がいとも簡単に消失する。

「人間風情が、この俺を追い詰めるか……。信じぬ、信じぬぞ……」

　クザンの怒りがバルタザールに直に伝わっている。

　震える腕で大鎌の柄を握りしめたバルタザールは炎の槍を具現させたが、それは発動前に魔導散弾砲によって打ち返された。

「往生際が悪いわよ。そろそろ観念したらどう？」

　魔導散弾砲を投げ捨て、リサが長刀を構え直す。

　刃を包む狐火は紫の炎を燃えさからせ、最大火力に至ろうとしている。

「くっ……、こうなれば貴様ごと——」

「これで終わりだぁあああっ！」

　リサが水晶玉に両の手を添え、渾身の力を込めて念じる。

　狐火を纏わせた長刀を勢いよく振り下ろした華凛は、身を守ろうと盾にした大鎌ごとバルタザールを両断した。


第八話　長い夜が明けて





　古城及び地下水路での後始末を終え、宿屋に戻った頃には夜が明け始めていた。

　戦闘でどろどろになった互いの身体を
散湯浴魔導器
 シャワー

 の熱い湯で洗い流し、新しい衣服に着替えてベッドに寝転ぶと、ようやく極度の緊張から解放されたような気がした。

「……ふぅ」

　天井を見上げ、安堵の息を吐くリサの傍らに寄り、シェンフゥがまだ濡れている髪を指で
梳
 す

 き始める。

「これにて一件落着じゃの、ご主人」

　シェンフゥの仕草から、それが髪を乾かしているのだと気づいたリサは、されるがままにして目を閉じた。

「……確かに黒幕は叩いたけど、本当にこれで解決したのかしら？」

　まだ眠りの中にいるはずの街では、誰かを探すような声が遠く聞こえている。

　聖騎士団や自警団が活動しているのか、鎧が擦れるような音も微かに響いていた。

「ああ、一網打尽にしてやったぞ。明日には全てが明らかになるじゃろう」

　枕と頭の間に手を滑り込ませ、ゆったりと髪を撫でながらシェンフゥが、静かに笑う。

　温かなその手と妖力の感覚が心地よく、リサは微睡みに引き込まれながらそっと目を閉じた。

　今は実感がないが、シェンフゥの言うとおり、夜が明ければなにかが変わっているのかもしれない。

　その結果が楽観できるようなものではないのだとしても。

「今は休むことじゃ……」

　シェンフゥが、リサの瞼に優しく唇を押し当てる。

　薄い瞼に降りた柔らかなキスの感触がじわりと全身に広がり——リサはいつの間にか眠りの中に落ちていた。
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　窓から温かな風がそよそよと吹き込んでくる。

　穏やかな小鳥の鳴き声に目を覚ましたリサは、窓辺に寄り、ナクラバルの街の上空を仰いだ。

　澄んだ碧空を鳥たちが横切っていく。

　ナクラバルの街を覆い尽くしていた魔族の結界は跡形もなく消失し、心地よい風と眩いばかりの太陽の光が明るく降り注いでいた。

「あの気味の悪い靄がなくなってる……」

「左様。術者が死亡したことで、ゲヘナが消失したということじゃな」

　起き出したシェンフゥが、ベッドの上で胡座をかき、リサを眺めている。

　その姿を一瞥したリサは人々の声を探すように視線を下げ、店の並ぶ一角を見つめた。

「……そう」

　開店準備を始める店の前で、聖騎士や自警団が聞き込みをしている。

　街角に集まった人々もなにやら不安げに掲示された張り紙を見て囁き合っているように見えた。

「街が平和に戻るという意味では、まだ時間がかかりそうね」

「これからが大変じゃろうな。まあ、こういう時こそ、日常を営むのが仕事じゃ」

　シェンフゥがかっかっか、と笑い、ベッドから飛び降りる。

「そうね」

　背後に近づくシェンフゥの気配に頷き、リサはそっと窓を閉めた。









「リサ殿、シェンフゥ殿！」

　荷をまとめ、支払いを済ませて街へと出たリサとシェンフゥを、案内役だった聖騎士団の青年が恭しく迎えた。

「ど、どうしたのよ、急に……。一昨日と随分態度が違うじゃない」

　あまりの慇懃さに戸惑うリサに、青年が乞うような視線を向ける。

「私は大変な思い違いをしておりました。どうかお許しください」

「…………」

　それがなんのことを指すのか、瞬時にはわかりかねて目を瞬かせる。

　隣に立つシェンフゥが尻尾を揺らし、にぃっと笑ってリサの頭に自分の頭をこつんと合わせた。

「……だ、そうじゃぞ？」

　その口調から、どうやら自分の年齢のことだと察し、リサは頬を引き攣らせる。

「わ、わかればいいのよ。別に気にしてないし」

　なんとか取り繕って笑顔を作ったが、それを揶揄するようにシェンフゥがリサの顔を覗き込んできた。

「そうじゃったかのぅ？」

「うるさい！」

「ぎゃんっ！」

　額を指でつんと弾き、青年に向き直る。

「ところで私たちに何の用？」

「ハッ！　ヘイゼルニグラートから使者の方が到着しております」

　青年は慌ててリサに向かって敬礼し、はきはきと答えた。

「やった！　報酬じゃ、ボーナスじゃ！」

　シェンフゥが大袈裟に飛び跳ねながら尻尾を揺らして喜ぶ。

「……現金で羨ましいわ」

　道案内を始める聖騎士団の青年とシェンフゥに続いて街を歩き始める。

　苦笑して呟いたリサはあのプリンの店が開いているの確かめ、ふっと頬を緩ませた。





「さて、報酬もたんまりもらったし、次の任務までどこか遊びに行こうかのぅ」

　報酬を手にしたシェンフゥが、鼻歌混じりに街を歩いて行く。

「わしは南の島でバカンスがいいんじゃが——」

「そんな島、あったかしら？」

　禁忌の地の近くに島国はあるが、バカンスを楽しむような雰囲気ではない。

　シェンフゥの背に向かって訊ねると、くつくつと笑ったシェンフゥが満面の笑みで言い放った。

「あるに決まっておるじゃろう！　水着回は必須じゃからのぅ」

「またわけのわからないことを……」

　冗談なのか本気なのか今ひとつわからないが、水着に対してのなんらかの願望があるのは確からしい。

　これ以上掘り下げるのは墓穴を掘ることと同義だろうと溜息を吐き、リサは先を行くシェンフゥの袖を引いた。

「ねえ、街を離れる前に寄りたいところがあるんだけど」

「なんじゃ。プリンか？」

　シェンフゥが振り返り、どこからともなく取り出した紙袋の包みをリサの前に示す。

「え……？」

　袋を渡されたリサは、その重みに驚いてシェンフゥを見上げた。

「ちょっとした隙に買っておいたぞ。この前は……その、すまんかったの」

　紙袋を開けると、中にはひんやりとしたプリンが二つ入っている。

　リサは紙袋をぎゅっと抱きしめ、街角のベンチにシェンフゥを誘った。





「おっ、姉ちゃんたち！」

　プリンを食べ終わり、目的のアクセサリー屋の前にさしかかると、商品を並べていた少年が気づいて大きく手を振って迎えた。

「覚えてるの？」

「当ったり前だろ。商売の基本だって、おじさんが言ってたからな！」

　少年が胸を張り、自慢げに鼻先を擦る。

　行方不明のままの彼のおじとおばのことを思い出し、リサは言葉に詰まった。

「…………」

「まあ、今は行方がわからないけど、そのうちおばさんとひょっこり戻ってくるって」

　俯きかけたリサの表情に気づいた少年が明るく笑って、リサの肩を叩く。

　どこかにあるかもしれない希望を否定する気にはなれず、リサも微笑んで深く頷いた。

「で、なにが欲しいんだ？」

　定位置である店先の椅子の前に立ち、少年が商品をざっと見回す。

「これなんだけど——」

　リサは迷わずあの赤い宝石がついた金の指輪を示した。

「なんじゃ、そんなにその指輪が気になっておったのか？　それならわしが買ってやっても——」

「いいの。自分で買う」

　シェンフゥの発言を遮り、報酬から代金を支払う。

「包むから待っててくれ」

「ううん、すぐつけるから大丈夫よ」

　包装を試みる少年に笑いかけ、そのまま指輪を受け取る。

　リサの手のひらに収まった指輪を覗き込み、シェンフゥはすんすんと鼻を鳴らした。

「少し大きくはないかの？」

「私のじゃないもの。手、出して」

「ん？」

　シェンフゥはきょとんと目を瞬かせてリサの顔を見つめている。

「早くしなさいよ。……あんたにあげるって言ってるの」

　リサの発言に、シェンフゥの目が驚きで丸くなる。

「……わしにか？」

「そうよ、悪い？」

　なおも信じられないというようにシェンフゥがおずおずを手を差し出す。その尻尾が喜びを表現するようにゆったりと揺れていた。

「これは嬉しいのぅ……」

　頬を赤らめたシェンフゥが、うっとりとリサの手許を見つめている。頬が熱くなるのを感じながらリサがシェンフゥの手を取り、その指に指輪を嵌めようとしたそのとき。

「待て待て、嵌めるならこっちじゃ」

　シェンフゥが反対の手で、左の薬指へとリサの手を誘導した。

「えっ、なんで——」

「指輪を嵌めるなら薬指と相場が決まっておるんじゃ」

　にんまりと笑ったシェンフゥが、指輪を持つリサの手をきゅっと握る。リサは苦笑を浮かべ、シェンフゥの薬指に指輪を通した。

「……ぴったり……」

「ほら、わしの言ったとおりじゃろ？」

　指輪を嵌めてもらってご満悦のシェンフゥは、指輪を撫でたり赤い宝石を太陽に透かして眺めたりしながら指輪の存在を確かめ、頬を緩ませている。

「で、どういう風の吹き回しなんじゃ？　それとも心境の変化と言った方がいいかの？」

「べ、別に大した意味はないわよ」

　シェンフゥのあまりの喜びように気恥ずかしさを感じ、くるりと踵を返して歩き始める。

「……だけど、 私はあんたのご主人様でしょ」

　すぐにシェンフゥが追いつき、リサと並んだ。

「だから、その指輪は、私が主人だっていう証」

　視界の端でシェンフゥの金色の髪が太陽の光を浴びてキラキラと輝いている。

　自分で言っていて、それだけでも恥ずかしくてまともにシェンフゥの顔が見られなかった。

「……証かぁ……。悪くないの」

　リサの言葉をゆっくりと繰り返していたシェンフゥが、じゃれるようにリサの腕に抱きついた。

「……どうしたのよ、暑苦しいわね」

「ふふふ、なんでもない。ただ、こうしていたくなったのじゃ」

　絡めた左腕の先、手のひらをひらひらと動かして指輪を見せつけながらシェンフゥがくつくつと笑う。

「……まぁ、今日はほんの少しだけ風が冷たいからね。あったかくて丁度いいわ」

　さっきまで温かいと思っていたはずの風が、ひんやりと頬を撫でていく。

「そうじゃろう、そうじゃろう？」

　シェンフゥはリサの身体にぴったりと身を寄せ、納得するように何度も頷いた。

「夜は冷えるというし、人肌も恋しくなるのぉ」

「まーた、変なこと考えてるんでしょ？　その手には乗らないわよ」

「身体は素直なのに、良く言うわい」

「……馬鹿ッ」

　シェンフゥの肩に勢いよく頭突きを喰らわせる。シェンフゥは動じず、リサの顔を覗き込んで笑った。

「かかかっ、しかし、今回無事に勝てたのは、わしのお陰もあるじゃろう？」

「そ、それはそうだけど……」

「わしの有り難みがわかったなら、もっと『食事』に協力してくれてもいいんじゃぞ？　のう、ご主人様？」

　念を押すようにシェンフゥが悪戯っぽく訊ね、無邪気に笑う。

「気が向いたらね」

　素っ気なく応じ、リサは青く澄んだ空を仰ぎ、大きく息を吸い込んだ。

　火照った顔を、穏やかな風が撫でていく。

「愛しておるぞ、ご主人——……リサ」

　歩き始めたリサの右腕を絡め取り、シェンフゥが頬を寄せる。

　ひだまり色のシェンフゥの髪が、じゃれるようにリサの頬をくすぐっていった。


あとがき

　はじめましての方ははじめまして。お久しぶりの方はお久しぶりです。エルトリアです。





　さて今回、この本、その名も——

『ツンデレご主人様とケモミミ従者がゆく魔族討伐の百合旅』をお手に取って頂き誠にありがとうございます。

　タイトルがとても長いですね。長いのでなろう連載当時から『ツンケモ』の略称で呼ばれていました。是非、ツンケモと呼んでやってください。





　私の他の作品を読んだことがある方は、既に察しがついているかと思いますが、本作はエルトリアが主催している創作シェアワールド『聖華世界』の世界観を舞台にした物語です。

　遥か未来の地球、科学文明が滅び、魔導が世界を支配するようになった時代、大陸を分割統治する三大国家の一つカーライル聖王国。その聖王国が誇る対魔族専門の特務機関『聖拝機関』に所属する執行者のリサとその相棒シェンフゥの物語になります。

　生真面目でツンデレなリサとお調子者でスケベなシェンフゥが織りなす百合バトルアクションノベル、お楽しみ頂けたら幸いです。





　本作は世に出るまでに紆余曲折ありましたので、エルトリアとしては非常に感慨深いです。

　当初は小説家になろうで連載されていましたが、作品が
過激
 エロ

 すぎて削除され、その後も様々な小説投稿サイトを渡り歩き、数年が経ってタイアップオープニングコンテストに佳作受賞して出版まで漕ぎ着けました。





　最後までこの作品の商業出版を諦めなくてよかったです。

　本当に嬉しい。





　読者様により一層、楽しんで頂けるように創作パートナーの藤本透、担当イラストレーターのしゅんせ竣瀬と共により良い作品を作ってまいりますので、是非是非、応援よろしくお願い致します。





　同一世界観を舞台にした作品を多数出版しておりますので、よければ一度著者ページを見に来てください。

　オススメの作品は『蒼薔薇の狙撃手』と『ポコの旅』です。





　著者ページはこちら




ツンデレご主人様とケモミミ従者がゆく魔族討伐の百合旅






著者　　　エルトリア


＊
 本書は（株）ボイジャーのRomancer
 で作成されました。
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